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友
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９
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村
上

　
私
は
仏
教
学
科
で
し

た
の
で
、
当
時
は
男
性
ば
か

り
。
龍
谷
大
学
で
今
日
、
初

め
て
女
性
ば
か
り
に
囲
ま
れ

ま
し
た
（
笑
）。

　
今
、
龍
谷
大
学
の
在
学
生

２
万
人
の
う
ち
40
％
が
女
子

学
生
だ
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ

が
今
の
校
友
会
の
組
織
は
、

男
性
が
圧
倒
的
で
す
。
今
後

の
校
友
会
の
発
展
の
た
め
に

は
、
女
性
パ
ワ
ー
が
不
可
欠

で
す
。
い
か
に
す
れ
ば
女
性

が
参
加
し
や
す
い
校
友
会
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

「
女
子
会
」発
足
へ

龍
大
校
友
会
の
新
し
い
活
動
の
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
〜
村
上
会
長
と
の
座
談
会
に
て
〜

左から西荒井さん・野田さん・森野さん

龍
谷
大
学
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
（
深
草
か
ら
徒
歩
約
8
分
）
に
て

左から神先さん・村上会長・前田さん

　
今
春
、
新
校
友
会
長
に
就
任
し
た
村
上
太
胤
さ
ん
と
卒
業
生
、

在
学
生
と
が
集
ま
り
、
女
性
が
参
加
し
や
す
い
校
友
会
に
つ
い
て

話
を
し
ま
し
た
。
女
性
の
参
加
が
増
え
る
と
、
校
友
会
活
動
は
き

っ
と
も
っ
と
楽
し
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
？

　
時
は
あ
る
猛
暑
の
昼
下
が
り
…
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
し
い

畳
の
香
り
漂
う
「
龍
谷
大
学
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
坪
庭
を
眺
め

る
お
座
敷
で
の
座
談
会
は
と
て
も
話
が
弾
み
ま
し
た
。

●
座
談
会
出
席
者

村
上
太た

い
い
ん胤

　
　
校
友
会
長
・

薬
師
寺
副
住
職
（
69
年
文

卒
）

前
田
佳
子
　
　
税
理
士
・
校

友
会
京
都
市
支
部（
仮
称
）

設
立
準
備
委
員
（
93
年
短

卒
）

神か
ん
ざ
き先
明
日
香
　
校
友
会
副
会

長
・
国
際
文
化
学
部
同
窓

会
長
（
00
年
国
際
卒
）

　
４
才
の
息
子
、
10
ヶ
月
の

娘
と
一
緒
に
参
加

野
田
沙
良
　
　
校
友
会
理
事

　
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ク
セ
ス
事
務

局
長
（
03
年
国
際
卒
）

森
野
あ
ゆ
み

　
住
友
生
命
保

険
相
互
会
社
勤
務
（
13
年

社
卒
）

西
荒
井 

希
　
経
済
学
部
１

年
生
・
混
声
合
唱
団
ラ
ポ

ー
ル
に
所
属

神
先

　
私
自
身
が
感
じ
た
こ

と
で
す
が
、
男
の
人
ば
か
り

の
中
に
女
性
が
一
人
入
っ
て

い
く
こ
と
は
、
大
変
勇
気
が

い
り
ま
し
た
。

森
野
　
本
当
に
そ
う
で
す

ね
。

野
田
　
校
友
会
の
東
京
支
部

の
支
部
長
さ
ん
は
女
性
で
、

と
て
も
こ
ま
め
に
「
ぜ
ひ
来

て
ね
」
と
電
話
さ
れ
る
そ
う

で
す
。
誘
わ
れ
る
と
行
き
た

い
で
す
ね
。

森
野
　
私
が
校
友
会
に
参
加

し
た
い
と
思
う
の
は
、
異
業

種
交
流
や
子
育
て
な
ど
何
か

学
べ
る
場
が
ほ
し
い
か
ら
で

す
。

野
田
　
私
は
今
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
働
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の

世
界
は
非
常
に
狭
い
の
で
、

他
の
い
ろ
ん
な
人
と
お
話
し

し
た
い
と
思
い
、
龍
大
の
異

業
種
交
流
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

前
田

　
こ
れ
ま
で
校
友
会
の

活
動
に
加
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
ご

縁
が
あ
っ
て
今
回
の
京
都
市

支
部
（
仮
称
）
設
立
（
下
段
）

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
京

都
市
支
部
で
は
ぜ
ひ
、
女
性

が
参
加
し
や
す
い
イ
ベン
ト
を

盛
り
だ
く
さ
ん
に
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

村
上
　
広
島
県
支
部
で
最

初
、
若
者
の
交
流
会
が
２
、

３
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
そ

う
で
す
が
、
以
来
、
若
い
校

友
の
参
加
が
増
え
た
と
い
い

ま
す
。
従
来
の
「
校
友
会
活

動
」
と
い
う
大
げ
さ
な
も
の

で
は
な
く
、
少
人
数
で
ご
飯

を
食
べ
に
行
く
よ
う
な
と
こ

ろ
か
ら
。

西
荒
井
　
何
か
の
た
め
に

と
い
う
名
目
は
な
く
て
も
、

「
ち
ょ
っ
と
一
緒
に
ご
飯
を

食
べ
な
い
？
」
と
さ
そ
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
会
が
い
い

で
す
ね
。
女
子
会
で
い
ろ
ん

な
先
輩
と
知
り
合
い
に
な
る

と
、
相
談
の
輪
が
広
が
り
ま

す
。
ま
た
、
在
学
中
に
校
友

会
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
。

野
田
　
小
さ
な
こ
と
か
ら
コ

ツ
コ
ツ
と
い
う
の
は
、
龍
谷

大
学
ら
し
い
で
す
ね
。

村
上
　
た
し
か
に
こ
れ
ま
で

の
校
友
会
は
、
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
が
中
心
で
し
た
。

神
先

　
自
分
は
こ
こ
に
な
ら

参
加
で
き
る
と
い
う
よ
う
な

小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
た

く
さ
ん
作
る
こ
と
で
、
結
果

と
し
て
大
き
な
輪
に
つ
な
が

小
さ
な

校
友
会
の
輪
を

っ
て
い
く
の
で
は
。

西
荒
井
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
「
ラ
イ
ン
」
な
ど
の
無
料

の
ア
プ
リ
を
使
う
と
、
一
対

一
の
Ｅ
メ
ー
ル
か
ら
、
今
回

の
座
談
会
の
よ
う
な
グ
ル
ー

プ
ト
ー
ク
が
で
き
ま
す
。

村
上
　
な
る
ほ
ど
ね
。
若
い

人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
り
方
も
考
慮
し
な
い
と
。

神
先
　
参
加
し
や
す
い
人
だ

け
で
な
く
、
遠
く
離
れ
て
い

て
も
、
子
ど
も
を
出
産
し
て

も
、
出
か
け
る
こ
と
が
難
し

く
て
も
、
ず
っ
と
か
か
わ
り

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
大
切
で
す
。

森
野
　
も
し
自
分
が
母
親
に

な
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に

育
児
を
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
と
助
言
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
場
が
校
友
会
に
あ

れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

村
上
　
私
た
ち
男
性
に
は
、

そ
う
い
う
発
想
は
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
。

神
先

　
子
育
て
を
し
て
い
る

私
で
す
が
、
今
ま
で
何
も
教

わ
ら
ず
に
き
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
学
校
で
も
。

野
田
　
昔
は
近
所
の
人
た
ち

が
教
え
て
く
れ
た
の
で
し
ょ

う
が
、
今
は
そ
う
い
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は
少
な
い
で
す

ね
。

神
先

　
そ
う
、
孤
独
に
子
育

て
し
て
い
る
校
友
が
、
た
く

さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

野
田

　
私
も
働
き
な
が
ら
子

育
て
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
そ
ん
な
と
き
に

相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
る
女

子
会
が
あ
れ
ば
い
い
。
逆
に

子
ど
も
を
持
た
ず
に
生
き
て

い
く
女
性
も
、
同
じ
よ
う
な

先
輩
の
声
が
聞
け
た
り
す
る

場
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

前
田

　
校
友
会
の
集
ま
り

に
、
子
ど
も
を
連
れ
て
行
っ

て
も
い
い
の
で
す
か
。

村
上

　
も
ち
ろ
ん
で
す
。

神
先

　
そ
の
こ
と
が
、
あ
た

り
前
で
あ
る
よ
う
に
。
国
際
文

化
学
部
同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
子
ど
も
連
れ
、
家
族
で
参

加
し
て
も
ら
う
の
が
前
提
で

す
。
将
来
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

が
龍
大
に
き
て
く
れ
る
か
も
。

村
上

　
龍
谷
大
学
は
親
子
２

代
、
３
代
、
４
代
が
多
い
。

そ
れ
が
特
色
で
す
。

森
野

　
校
友
会
の
中
で
「
独

身
の
会
」
を
つ
く
る
の
も
、

ひ
と
つ
の
プ
ラ
ン
で
す
ね
。

「
卒
業
１
年
目
の
集
ま
り
」

と
か
も
。

村
上

　
愛
知
県
支
部
で
は
、

女
性
が
ど
ん
ど
ん
リ
ー
ド
し

て
、
そ
れ
を
男
性
陣
が
応
援

し
て
い
る
。「
女
子
会
助
成

金
」
と
い
う
制
度
や
、
遠
方

か
ら
く
る
校
友
に
は
「
遠
隔

地
手
当
」
と
い
う
制
度
も
作

っ
て
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
荒
井

　
そ
れ
は
素
敵
で
す

ね
。
私
も
卒
業
し
た
ら
、
ぜ

ひ
参
加
し
た
く
な
り
ま
す
。

森
野

　
た
し
か
に
、
年
代
を

こ
え
て
い
ろ
ん
な
相
談
に
の

っ
て
い
た
だ
け
る
女
子
会
っ

て
、
参
加
し
や
す
く
て
い
い

で
す
ね
。

村
上

　
今
日
は
校
友
会
で
い

か
に
女
性
の
参
加
を
う
な
が
す

か
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、
話
の

結
論
と
し
て
、
校
友
会
女
子
会

の
発
足
準
備
会
が
こ
こ
に
今
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
い
い
で
す

か
（
笑
）。

全
員

　
楽
し
い
会
、
役
に
立

つ
場
だ
と
続
け
て
い
け
ま
す

ね
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
女
子
会
を
! !

女
子
会
で

子
育
て
相
談

※会費および懇親会費は当日、受付にて拝受いたします。なお、会場
ではキッズルーム（16～ 18 時　申込み制）をご用意します。ぜひ、
ご家族でお越しください。

龍谷大学校友会 
京都市支部（仮称）設立総会

龍谷大学
ホームカミング・デー

（詳細は校友会ＨＰで）

　先般、龍谷大学校友会京都市支部（仮称）設立について、京都市
内在住、または勤務されている校友の皆様に「お願いとご案内」をさせ
ていただいたところ、支部設立を望まれる声を多数頂戴いたしました。
　そこで、皆様からのお声を大きな支えとし、下記のように、支部設立
総会・記念講演会・懇親会を開催する運びとなりました。（設立発起人
名簿は２面に掲載）
　つきましては、本会の趣旨にご理解を賜り、皆様お誘い合わせのうえ、
一人でも多くのご出席をいただきたく、ここにご案内いたします。

日　時　2013年11月２日（土）
　　　　　　受　　　付　15：30
　　　　　　設立総会　16：00
　　　　　　記念講演会　17：00　講師　平岩弓枝氏
　　　　　　　　　テーマ「私の書きたかった西遊記」
　　　　　　懇 親 会　18：00
会　場　京都ロイヤルホテル＆スパ  
                         中京区河原町三条上ル  ☎ 075-223-1234
会　費：支部年会費　2,000円
　　　　懇 親 会 費　4,000円。同伴者は同額
                         但し小学生 2,000円、未就学児無料

社会学部同窓会
「卒業 15周年の集い」
理工学部同窓会設立 20周年

記念イベント
（詳細は 6面）

10:30 ～ 15:30
校友総会・龍谷賞贈呈式・

吹奏楽部＆バトンチア・SPIRITSライブ
深草発＝西本願寺書院・飛雲閣見学ツアー

瀬田キャンパス
10月26日（土）

深草キャンパス
11月3日（日・祝）

法学部全卒業生の合同同窓会
「リユニオン」17：00 ～

職業会計人グループ（ＲＡＳ）
「無料税務相談会」13：00 ～ 15：00
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親
鸞
聖
人
の
生
誕
を
祝
う

降
誕
会
（
５
月
21
日
）
の
深

草
・
顕
真
館
で
、
第
13
回
と

な
る
「
校
友
会
賞
」
贈
呈
式

が
開
催
さ
れ
た
。
校
友
会
賞

と
は
、
課
外
活
動
な
ど
で
顕

校
友
会
賞
に     

チ
ー
ム
内
田
研
究
室

理
工
学

研
究
科

国
立
大
学
を
し
の
ぎ
「
テ
ク
ノ
ル
ネ
サ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
」
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
に

著
な
成
績
を
上
げ
、
母
校
発

展
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
在

学
生
に
対
し
て
、
校
友
会
が

毎
年
表
彰
す
る
も
の
。

　
今
回
は
理
工
学
研
究
科

「
チ
ー
ム
内
田
研
究
室
」
の

大
学
院
生
た
ち
に
贈
呈
さ
れ

た
。
こ
の
研
究
室
で
は
12
年

12
月
開
催
の
「
第
５
回
テ
ク

ノ
ル
ネ
サ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
〝

未
来
の
夢
〞
ア
イ
デ
ィ
ア
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
、「
接
着
剤

＋
第
３
の
液
体
〜
イ
オ
ン
液

体
を
用
い
た
多
機
能
未
来
型

接
着
剤
〜
」
を
提
案
。
優
秀

賞
の
九
州
大
学
や
大
阪
大
学

な
ど
、
多
数
の
国
立
大
学
が

入
賞
す
る
中
で
、
ス
リ
ー
ボ

ン
ド
賞
の
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
。

　
校
友
会
賞
贈
呈
式
で
は
表

彰
盾
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
、

「
チ
ー
ム
内
田
研
究
室
」
を

代
表
し
て
辰
巳
優
斗
さ
ん

が
、
次
の
よ
う
に
受
賞
の
感

想
を
語
っ
た
。

　「
優
秀
賞
の
九
州
大
学
や

大
阪
大
学
を
し
の
い
で
、
ス

リ
ー
ボ
ン
ド
賞
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
、さ
ら
に
そ
の
上
に
、

龍
谷
大
学
の
校
友
会
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
龍
谷
大
学
は
現
存
す
る
日

本
最
古
の
歴
史
を
誇
る
大
学

で
す
が
、
理
工
学
部
の
歴
史

は
浅
く
、
歴
史
的
に
も
社
会

的
に
も
認
知
度
が
ま
だ
ま
だ

高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
賞
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ら

に
龍
谷
大
学
と
理
工
学
部
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。」

写真下＝校友会賞
贈呈式の顕真館

左から内田欣吾教授・児玉隆平さん・辰巳優斗さん・白數竜也さん

　
４
月
15
日
、ミ
ャ
ンマ
ー
（
ビ

ル
マ
）
民
主
化
運
動
の
指
導

者
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ

ー
さ
ん
が
講
演
の
た
め
、
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
を
来
訪
。
２
千
人

を
超
え
る
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ

大
津
定
美
元
教
授
夫
妻
と

２
千
人
の
学
生
が
出
迎
え

ス
ー・チ
ー
さ
ん

深
草
に

花
束
を
持
ち
、
ス
ー
・
チ
ー
さ

ん
を
出
迎
え
た
。

　
ス
ー
・
チ
ー
さ
ん
は
京
都

大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
の
研
究
員
と
し
て
京

都
に
滞
在
し
て
以
来
、
27
年

ぶ
り
の
こ
と
。
夫
の
故
マ
イ

ケ
ル
氏
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

研
究
者
で
あ
り
、
龍
谷
大
学

で
特
別
講
演
し
た
経
験
が
あ

る
。
こ
の
ス
ー
・
チ
ー
さ
ん

一
家
を
38
年
間
に
わ
た
っ
て

支
え
て
き
た
の
が
元
龍
谷
大

学
経
済
学
部
教
授
の
大
津
定

美
さ
ん
と
典
子
夫
人
（
元
本

学
兼
任
講
師
）
だ
っ
た
。

　
大
津
夫
妻
は
12
年
11
月
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
れ
、
26
年

ぶ
り
に
ス
ー
・
チ
ー
さ
ん
と

再
会
。
大
津
元
教
授
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
農
村
の
80
％
に
電

気
が
通
じ
て
い
な
い
こ
と
を

憂
い
、
民
主
化
促
進
の
た
め

に
は
電
力
が
必
要
と
ス
ー
・

チ
ー
さ
ん
に
進
言
し
た
。

　
一
方
、
大
津
元
教
授
は
ス

ー
・
チ
ー
さ
ん
ゆ
か
り
の
京
都

で
「
小
水
力
発
電
を
ミ
ャ
ンマ

ー
の
農
村
に
」
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
今
夏
立
ち
上
げ
た
。

こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
務
局
の

中
心
メ
ン
バ
ー
が
校
友
の
森
下

明
輝
さ
ん
（
73
年
済
卒
）
ら
、

元
大
津
ゼ
ミ
生
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
ス

ー
・
チ
ー
さ
ん
は
27
年
ぶ
り

の
京
都
で
、
ま
っ
さ
き
に
大

津
元
教
授
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
メ
ン

バ
ー
が
す
す
め
た
嵐
山
・
保

津
川
の
小
水
力
発
電
施
設
を

視
察
。
今
回
の
来
日
で
、
あ

ら
た
め
て
ス
ー
・
チ
ー
さ
ん

と
龍
谷
大
学
の
縁
の
深
さ
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

学
生
た
ち
か
ら
歓
迎
を
う
け
る
ス
ー
・
チ
ー
さ
ん
。
右
は
赤
松
学
長

　
龍
谷
大
学
に
今
春
入
学

の
新
入
生
を
対
象
に
し
た

「
２
０
１
３
年
ふ
る
さ
と
タ

イ
ム
」
が
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
最
終
日
の
４
月
８
日
、

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。

　
今
回
の
参
加
者
は
、
深

草
・
大
宮
・
瀬
田
の
３
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
の
181
名
。
こ
こ

に
学
生
ヘ
ル
パ
ー
17
名
と
教

職
員
、
校
友
会
ス
タ
ッ
フ
が

加
わ
り
、北
海
道
か
ら
九
州・

沖
縄
ま
で
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ

か
れ
て
軽
食
を
と
り
な
が
ら

歓
談
し
た
。

　
今
年
は
関
西
圏
以
外
の
出

身
教
職
員
の
参
加
が
目
立

ち
、
校
友
会
地
域
支
部
の
メ

ン
バ
ー
は
各
地
元
の
部
屋

で
、
ま
た
校
友
会
役
員
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
部
屋
を

担
当
し
、
積
極
的
に
新
入
生

に
話
し
か
け
、
楽
し
い
場
作

り
に
取
り
組
ん
だ
。

　
今
回
で
６
年
目
を
迎
え
た

「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」。
今

後
、
新
入
生
た
ち
が
龍
谷
大

学
を
卒
業
し
た
あ
と
、
各
地

域
の
校
友
会
支
部
に
、
ど
れ

だ
け
た
く
さ
ん
参
加
し
て
く

れ
る
か
、
そ
の
橋
わ
た
し
を

「龍谷大学校友会京都市支部（仮称）」発起人　〈卒年順・敬称略〉

齋
藤
眞
成
（
40
年
文
）
天
台
宗
真
如
堂
前
貫

主
　
東
陽
院
前
住
職
　
洋
画
家

菅
原
達
孝
（
53
年
文
）
知
恩
院
前
副
門
跡
　

浄
土
宗
浄
福
寺
名
誉
住
職

宮
城
泰
年
（
54
年
文
）
本
山
修
験
宗
管
長
　

聖
護
院
門
跡
第
52
世
門
主

五
十
嵐
隆
明
（
55
年
文
）
浄
土
宗
西
山
禅
林

寺
派
前
管
長
　
養
福
寺
名
誉
住
職

松
浦
俊
海
（
57
年
文
）
律
宗
壬
生
寺
貫
主
　

律
宗
前
管
長
・
唐
招
提
寺
第
85
世
長
老

立
部
祐
道
（
64
年
文
）
真
言
宗
御
室
派
管
長

　
総
本
山
仁
和
寺
第
50
世
門
跡

中
西
玄
禮
（
65
年
文
院
）
浄
土
宗
西
山
禅
林

寺
派
管
長
　
永
観
堂
法
主

小
川
信
正
（
67
年
文
）
龍
谷
大
学
付
属
平
安

高
等
学
校
事
務
局
長

森
　
孝
忍
（
67
年
文
）
北
法
相
宗
大
本
山

　
清
水
寺

　
法
務
・
庶
務
部
長

芝
原
玄
記
（
69
年
文
院
）
京
都
女
子
大
学

　
理
事
長

中
奥
宗
克
（
69
年
済
）
臨
済
宗
南
禅
寺
派

　

前
財
務
部
長

本
多
隆
朗
（
69
年
文
）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

総
務

　
称
名
寺
住
職

橘
　
正
信
（
70
年
文
院
）
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
宗
会
議
員

　
本
願
寺
派
前
総
長

福
原
隆
善
（
70
年
文
院
）
佛
教
大
学
前
学
長

浄
土
宗
上
善
寺
住
職

木
ノ
下
寂
俊
（
70
年
文
）
天
台
宗
妙
法
院
・

三
十
三
間
堂
前
執
事
長

　
方
広
寺
住
職

坂
井
田
良
宏
（
70
年
済
）
臨
済
宗
建
仁
寺
派

宗
務
総
長

　
六
道
珍
皇
寺
住
職

藤
田
浩
哉
（
70
年
文
）
真
言
宗
泉
涌
寺
派
宗

務
総
長

　
今
熊
野
観
音
寺
住
職

梅
田
茂
夫
（
72
年
済
）
ア
ン
キ
ッ
キ
協
栄
㈱

　
代
表
取
締
役

永
井
慶
州
（
73
年
文
）
臨
済
宗
大
本
山
東
福

寺
寺
務
長
　
塔
頭
南
明
院
住
職

長
野
了
法
（
73
年
文
）
龍
谷
大
学
常
務
理
事

総
務
局
長

竹
下
義
樹
（
75
年
法
）
弁
護
士
　
京
都
弁
護

士
会
前
副
会
長

赤
松
徹
眞
（
76
年
文
院
）
龍
谷
大
学
学
長

川
村
俊
弘
（
78
年
文
）
真
言
宗
泉
涌
寺
派
総

務
部
長
　
法
音
院
住
職

清
水
卓
智
（
80
年
法
）
㈱
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

　
代
表
取
締
役

燧
土
勝
徳
（
85
年
文
）
龍
谷
大
学
付
属
平
安

高
等
学
校
校
長

関
崎
幸
孝
（
85
年
文
院
）
真
宗
大
谷
派

　（
財
）
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
長

橋
村
芳
和
（
85
年
法
）
京
都
市
市
議
会
議
長

入
澤
　
崇
（
86
年
文
院
）
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

館
長

　
龍
谷
大
学
教
授

今
井
淨
圓
（
89
年
文
院
）
種
智
院
大
学
教
授

大
本
山
中
山
寺

　
寶
蔵
院
住
職

小
堀
亮
敬
（
91
年
営
）
臨
済
宗
大
本
山
大
徳

寺
宗
務
本
所

　
孤
篷
庵
住
職

藤
田
寛
蹊
（
92
年
文
院
）
臨
済
宗
大
本
山
大

徳
寺
宗
務
本
所

　
雲
林
院
住
職

松
浦
俊
昭
（
92
年
文
院
）
律
宗
壬
生
寺
副
住

職
　
唐
招
提
寺
執
事

中
﨑
憲
和
（
92
年
文
）
龍
谷
大
学
龍
谷
ミュー

ジ
ア
ム
事
務
部
課
長

前
田
佳
子
（
93
年
短
）
ま
え
だ
税
理
士
事
務

所
代
表

穴
穂
行
仁
（
98
年
文
院
）
華
道
家
元
池
坊

　

天
台
宗
穴
太
寺
副
住
職

爾
　
英
晃
（
98
年
文
院
）
臨
済
宗
大
本
山
東

福
寺
主
事
長

　
塔
頭
天
得
院
住
職

龍
村
豐
雄
（
08
年
文
）
真
宗
興
正
派

　
宗
務

総
長

「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」に

新
入
生
181
名
が
参
加

龍谷ミュージアム展覧会のご案内
◆平常展「仏教の思想と文化－インドから日本へ」

　第２期　2013年11月９日( 土 )～ 2014年２月２日( 日 )
　第３期　2014年 ３月１日 ( 土 ) ～2014年３月30日( 日 )
　※休館日　月曜日 ( 祝日の場合は翌日。１/14は開館、年末
　　年始12/24～１/８）＝詳細はＨＰで
　※開館時間　10:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
　※問 合 せ　龍谷ミュージアム　075-351-2500

　平常展では、インドで誕生し、やが
て日本へ伝来した仏教。そのルーツと
なる釈尊の生涯や、アジアの各地域
での伝播の様相、日本における広が
り等を貴重な文物や音声、映像により
わかりやすく紹介いたします。
　加えて、第２期では、特集展示も
併せて開催します。前半（11月９日～
12月23日）では、富山県高岡市の勝
興寺に伝わる法宝物を一挙公開しま
す。後半（1月９日～２月２日）では、
2013年に新たに重要文化財の指定を
受けた西本願寺所蔵の「絹本着色
親鸞聖人絵伝」を公開いたします。
　また、東京大学名誉教授でインド
思想と仏教学の世界的権威である中
村元先生が訳された『ブッダのことば』
に関するパネル展を開催いたします。
どうぞご期待ください。ガンダーラ出土菩薩像

す
る
の
が
本
企
画
の
意
図
で

あ
る
。
在
学
中
の
学
生
と
卒

業
生
の
校
友
会
と
を
つ
な
ぐ

も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　校友会 女子会（仮称）

　発足準備会のご案内（予定）

『女子会（仮称）発足準備会』を開催（予定）
です。
各支部から２名の女性会員様に発起人と
してご協力をお願いいたします。

1月25日（土）
12：00～

場　所：深草キャンパス

2014年
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プルシェンコ選手から振付を依頼
された旨を伝える朝日新聞の記事
（2013年8月９日夕刊）

左から永田光男・長野恒雄・岸本隆巳・堤清貢諸氏

前列左端が山下さん

女子学生入学
85年前の昭和3年

校友会事務局　増田省三

　
龍
谷
大
学
で
は
幕
末
か
ら

明
治
の
初
め
に
か
け
て
、
当
時

「
學
林
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

大
学
の
改
革
に
着
手
し
ま
す
。

西
本
願
寺
や
學
林
の
要
人
を

ヨ
ー
ロッ
パ
に
５
名
を
留
学
派

遣
し
、主
に
英
国
の
先
進
教
育

制
度
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
の
現
れ
が
、
後
述

す
る
女
子
学
生
の
入
学
で
す
。

　
旧
制
大
学
時
代
の
高
等
教

育
は
、
大
学
へ
進
学
す
る
た
め

に
は
、
旧
制
の
高
等
学
校
か

予
科
を
卒
業
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
大
学
に
は
進
学
し
な
い
が
、

向
学
心
の
あ
る
人
達
の
た
め

に
、
専
門
学
校
と
し
て
の
選

科
、
専
門
部
を
持
つ
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
ら
は
、
厳
密
に
言
え
ば
大

学
の
予
備
学
校
で
、
い
わ
ゆ
る

「
大
学
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
正
15
年
及
び
昭
和
元
年

（
１
９
２
６
）
の
時
点
で
、
勅

令
で
あ
る
「
大
学
令
」
に
よ

る
「
大
学
」
と
呼
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
全
国
に
帝
国

大
学
が
５
校
、
官
公
立
大
学

が
10
校
、
私
立
大
学
が
22
校
、

合
計
で
37
校
の
み
で
、
こ
の
37

校
の
学
部
の
学
生
数
は
、
合

計
で
４
万
９
８
６
０
名
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
全
国
37
の
大
学
の
中
で

京
都
に
限
る
と
、
龍
谷
大
・

京
都
帝
国
大
・
京
都
府
立
医

大
・
同
志
社
大
・
大
谷
大
・

立
命
大
の
６
校
の
み
で
す
。

　
１
９
２
８
年
（
昭
和
３
）

旧
制
の
龍
谷
大
学
文
学
部

に
女
子
学
生
入
学
第
１
号
の

「
山
下
よ
し
ゑ
」
さ
ん
の
入

学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
の
旧
制
私
立
大
学
と
し
て

は
同
志
社
大
学
に
つい
で
２
番

目
の
女
子
学
生
入
学
で
し
た
。

ち
な
み
に
３
番
目
は
明
治
大

学
、
４
番
目
は
早
稲
田
大
学

で
す
。

　
山
下
よ
し
ゑ
さ
ん
は
鳥
取

県
東
伯
郡
出
身
で
、
１
９
３
１

年
（
昭
和
６
）
に
卒
業
さ
れ
、

そ
の
後
、
研
究
科
を
経
て
旧

制
京
都
女
子
高
等
専
門
学
校

（
現
京
都
女
子
大
学
）
の
教

授
と
な
り
、
第
二
次
大
戦
後

も
し
ば
ら
く
教
鞭
を
執
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
龍
谷
大
学

は
絶
え
ず
進
取
の
精
神
を
持

ち
、
今
か
ら
85
年
以
上
も
前

か
ら
女
子
の
入
学
を
奨
励
し
、

優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
て
き

た
の
で
す
。

　
酒
井
一
先
生
は
経
営
学
部

で
70
年
（
昭
和
45
）
か
ら
83

年
ま
で
の
14
年
間
、
315
名
の

ゼ
ミ
生
を
育
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
の
時
代
は
ち
ょ
う
ど
大

学
紛
争
の
真
っ
最
中
、
教
室

で
授
業
で
き
ず
、
近
く
の
お

寺
の
縁
側
で
講
義
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
よ

く
コ
ン
パ
を
し
ま
し
た
が
、

必
ず
参
加
さ
れ
て
二
次
会
の

デ
ィ
ス
コ
で
踊
ら
れ
た
姿

を
、
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
は
20
年
ほ
ど
前
か

ら
、
同
窓
会
を
年
１
回
ほ
ど

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
、
桜
咲
く
４
月
の
円

山
公
園
の
料
亭
に
全
国
か
ら

ゼ
ミ
生
が
40
数
名
集
ま
り
、

ほ
ろ
酔
い
の
酒
井
先
生
の

「
酒
」
の
字
を
と
り
、
こ
の

会
を
「
龍
酒
会
」
と
名
付
け

ま
し
た
。

　
一
昨
年
秋
、
近
く
「
龍
酒

会
」
開
催
の
た
め
の
案
内
状

を
出
す
準
備
を
し
て
い
た
と

き
の
こ
と
で
す
。
そ
の
年
明

け
に
突
然
、
先
生
の
訃
報
が

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
先
生
は
大
塩
平
八
郎
の
研

究
者
で
も
あ
り
、「
大
塩
の

会
」
を
立
ち
上
げ
、
亡
く
な

る
ま
で
会
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
「
大

塩
の
会
」
主
催
の
お
別
れ
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

「
龍
酒
会
」
の
永
田
光
男
会

長
（
72
年
営
卒
）
が
、
代
表

し
て
弔
辞
を
読
み
ま
し
た
。

　
先
生
は
同
窓
会
の
席
で
、

シリーズ
龍谷大学の
歴史実証⑥

「
死
後
、
自
分
の
蔵
書
は
ど

う
し
よ
う
か
」
と
お
っ
し
ゃっ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
先
生
の
遺
志
を
継
が

れ
た
奥
さ
ま
と
共
に
、
蔵
書

の
行
き
先
を
探
し
、
先
生
と

交
流
が
あ
っ
た
京
都
大
学
の
先

生
の
紹
介
で
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル

リ
ン
国
立
図
書
館
への
寄
贈
が

決
ま
り
ま
し
た
。
蔵
書
は
経

済
・
社
会
史
分
野
を
中
心
に

約
１
万
冊
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ

れ
を
岸
本
隆
巳
君
（
74
年
営

卒
）
が
世
話
役
と
な
り
、
数

回
に
わ
け
ベル
リ
ン
国
立
図
書

館
へ
送
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
４
月
20
日
で
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　
私
ど
も
教
え
子
の
中
で
、

酒
井
先
生
に
続
く
よ
う
な
研

究
者
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
卒

業
の
と
き
先
生
に
書
い
て
い

た
だ
い
た
色
紙
「
和
し
て
同

ぜ
ず
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今

後
も
「
龍
酒
会
」
を
開
い
て
、

先
生
を
偲
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
龍
酒
会
事
務
局
長

　
堤
　
清
貢
　
72
年
営
卒
）

校友からの便り

経
営
学
部
・
酒
井
一
教
授

ゼ
ミ
同
窓
会
「
龍
酒
会
」
が

恩
師
の
蔵
書
１
万
冊
を

ド
イ
ツ
の
図
書
館
へ

　
今
春
、
龍
谷
大
学
深
草
キ

ャ
ン
パ
ス
の
顕
真
館
（
講
堂
）

で
新
入
生
に
講
演
を
さ
れ
た

武
田
邦
彦
氏
。
テ
レ
ビ
で
お
な

じ
み
の
中
部
大
学
教
授
で
あ

る
。
そ
の「
ニコニコ
ブ
ロ
グ
」に
、

次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
掲
載

さ
れ
た
。
最
近
の
後
輩
た
ち

の
動
向
を
知
る
う
え
で
興
味

深
い
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、一部

を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　
大
学
は
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド

化
し
（
中
略
）
ど
う
に
も
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
年
配
者

も
多
い
。
で
も
昨
日
、
講
演

を
し
た
龍
谷
大
学
は
ま
さ
に

「
奇
跡
の
大
学
」
だ
っ
た
。

　
数
百
人
の
学
生
が
大
講
堂

に
集
ま
り
、
１
時
間
半
静
か

に
、
し
か
も
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
聞
い
て
い
た
こ
と
に
も

驚
い
た
が
、
話
が
終
わ
っ
た

後
の
質
問
が
、
的
を
得
て
い

て
真
剣
‥
‥
「
人
生
に
悩
み
、

物
事
を
真
正
面
か
ら
考
え
て

い
る
若
者
が
こ
れ
ほ
ど
多
く

い
た
の
か
！
」
と
驚
い
た
も

の
で
あ
る
。

　（
中
略
）
新
１
年
生
（
１
回

生
）
だ
か
ら
、
ま
だ
龍
谷
大

学
の
仏
教
の
教
え
に
は
触
れ
て

い
な
い
。（
中
略
）
仏
教
の
教

え
に
基
づい
た
大
学
に
入
る
若

者
が
そ
も
そ
も
そ
う
な
の
か
、

も
と
も
と
日
本
の
若
者
は
シッ

カ
リ
し
て
い
る
が
、
周
囲
が
ダ

メ
に
な
る
と
そ
れ
に
左
右
さ
れ

る
の
か
、
そ
れ
と
も
龍
谷
大
学

の
門
を
く
ぐ
る
と
瞬
時
に（
中

略
）
教
え
を
会
得
す
る
の
か
？

そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　（
平
成
25
年
４
月
９
日
）

「
奇
跡
の
大
学
」

 

龍
谷
大
学
の
新
入
生

武田邦彦・中部大
学教授の「ニコニ
コブログ」より

―
―
な
ぜ
龍
谷
大
学
へ
？

　
　
京
都
の
洛
北
高
校
時

代
、
早
稲
田
や
明
治
な
ど
関

東
の
大
学
か
ら
、
い
っ
ぱ
い

オ
フ
ァ
ー
が
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
龍
大
の
ス
ケ
ー
ト
部

の
方
が
わ
ざ
わ
ざ
自
宅
ま
で

来
て
く
だ
さ
っ
て
、
熱
心
に

す
す
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
時
、
姫
路
の
実
家
を

離
れ
、
祖
母
と
姉
と
３
人

で
京
都
で
暮
ら
し
て
い
た
の

校友●Who's Who

宮本賢二さ
ん

宮本賢二＝（みやもと・けんじ）1978
年生まれ。兵庫県姫路市出身。02年
に経済学部卒業で、所属サークルはア
イススケート部。10歳からフィギュアス
ケートを始め、全日本ジュニア選手権
や全日本選手権優勝の経験を経て、
06年からフィギュアスケート振付師に。
現在、日本を中心に世界のトップスケー
ターの振り付けを行い、大手民放の解
説者としても活躍中。

で
、
深
草
ま
で
京
阪
電
車
一

本
で
す
。
龍
谷
は
海
外
留
学

な
ど
の
取
り
組
み
が
す
ご
く

柔
軟
で
、
龍
谷
大
学
の
環
境

が
い
い
と
、
高
校
時
代
か
ら

周
囲
の
人
か
ら
聞
い
て
い
た

か
ら
で
す
。

　
ま
た
、「
龍
谷
」
と
い
う

名
前
が
カ
ッ
コ
い
い
。
と
く

に
「
龍
」
と
い
う
字
で
す
ね
。

世
界
の
大
空
を
自
由
に
飛
び

ま
わ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
入
試
の
と
き
の
小
論
文

で
「
龍
谷
」
と
い
う
字
を
書

い
た
と
き
、
す
ご
く
心
地
よ

か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
紫

色
も
大
好
き
で
す
。

　
４
年
生
の
と
き
、
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
フ
ラ
ン
ス

に
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
当
時
「
ラ
ス
ト

サ
ム
ラ
イ
」
と
い
う
映
画
が

大
人
気
で
し
た
。
た
ま
た
ま

上
映
し
て
い
た
映
画
館
の
前

を
通
り
か
か
る
と
、
フ
ラ
ン

ス
人
か
ら
「
お
お
、
ラ
ス
ト

サ
ム
ラ
イ
だ
」
と
、
サ
イ
ン

を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
主
演
の
渡
辺
謙
さ

ん
と
間
違
え
ら
れ
た
の
で
す

（
笑
）。

―
―
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
選
手

の
振
り
付
け
を
？

　
荒
川
静
香
さ
ん
、
安
藤
美

姫
さ
ん
、
浅
田
真
央
さ
ん
、

鈴
木
明
子
さ
ん
、
髙
橋
大
輔

さ
ん
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん

が
知
っ
て
お
ら
れ
る
著
名
な

日
本
選
手
は
、
ほ
と
ん
ど
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ロ
シ
ア
の
プ
ル
シ
ェ
ン

コ
さ
ん
に
も
依
頼
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
主

に
日
本
と
韓
国
の
選
手
で
す

ね
。

　
な
か
で
も
髙
橋
大
輔
選
手

と
は
、
僕
が
現
役
の
時
代
か

ら
仲
が
よ
く
、
今
で
も
自
分

の
弟
の
よ
う
に
接
し
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
僕
に
は
親
し

い
先
輩
が
い
な
か
っ
た
の

で
、
現
役
時
代
か
ら
後
輩
の

た
め
な
ら
、
何
で
も
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

髙
橋
選
手
は
僕
の
こ
と
を
、

「
鬼
先
生
」
と
呼
ぶ
（
笑
）。

　
国
内
で
言
う
と
、
ひ
と
つ

の
大
会
で
か
な
り
大
勢
の
選

手
の
振
り
付
け
を
担
当
し
ま

す
。「
み
ん
な
ラ
イ
バ
ル
同

士
な
の
に
。」
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

僕
は
、
無
名
の
小
学
生
で
あ

ろ
う
が
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ス

ケ
ー
タ
ー
で
あ
ろ
う
が
、
一

切
区
別
は
し
ま
せ
ん
。
こ
の

前
の
「
四
大
陸
選
手
権
」
の

と
き
、
僕
が
振
り
付
け
た
カ

ナ
ダ
の
若
い
男
の
子
が
優
勝

し
ま
し
た
。
個
々
の
選
手
が

持
つ
素
晴
ら
し
さ
を
徹
底
的

に
引
き
出
し
、
い
つ
も
選
手

に
「
こ
れ
が
世
界
一
の
振
り

付
け
だ
」
と
、
自
信
を
持
っ

て
伝
え
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て

ひ
た
む
き
に
練
習
を
し
て
い

る
選
手
に
対
し
て
は
、
い
く

ら
技
術
的
に
劣
っ
て
い
て
も

出
来
る
ま
で
一
緒
に
練
習
し

ま
す
。
し
か
し
、
少
し
で
も

な
ま
け
て
い
る
選
手
に
対
し

て
は
厳
し
い
。
大
会
の
と
き

リ
ン
ク
の
周
辺
に
い
る
僕

に
、
誰
も
こ
わ
が
っ
て
近
づ

い
て
き
ま
せ
ん
（
笑
）。

―
―
振
り
付
け
か
ら
選
曲
ま

で
？

　
は
い
、
演
技
時
間
内
の
す

べ
て
の
振
り
付
け
と
選
曲
ま

で
、
全
部
や
り
ま
す
。
だ
い

た
い
は
僕
の
提
案
通
り
に
い

き
ま
す
が
、
選
手
が
気
に
入

ら
な
か
っ
た
ら
、
や
り
直
し

ま
す
。
自
信
が
な
く
最
初
は

尻
込
み
す
る
選
手
に
は
、「
ぜ

っ
た
い
大
丈
夫
。
踊
れ
る
ま

で
練
習
す
る
か
ら
」
と
説
得

し
ま
す
。

　
あ
る
と
き
僕
の
名
刺
を
母

親
に
見
せ
る
と
、
笑
い
な
が

ら
「
振
付
師
っ
て
詐
欺
師
み

た
い
や
ね
」
と
言
う
の
で
す

よ
。
英
語
で
は
「
コ
レ
オ
グ

ラ
フ
ァ
ー
」
で
す
。

―
―
２
月
に
ソ
チ
五
輪
で
す

　
現
役
時
代
、
06
年
の
ト
リ

ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ア
イ
ス

ダ
ン
ス
で
出
場
を
目
指
し
た

の
で
す
が
、
行
け
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
10
年
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
大
会
に
髙
橋

選
手
が
振
付
師
と
し
て
僕

を
選
ん
で
く
れ
た
お
か
げ

で
、
現
地
に
行
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
僕
が
振
り
付
け

た
「
ｅｙ
ｅ
」
と
い
う
ショー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
彼
は
銅
メ
ダ

ル
を
と
って
く
れ
た
。
そ
の
演

技
を
見
て
僕
は
た
だ
涙
、
涙
、

涙
で
し
た
。
僕
の
夢
を
彼
が

か
な
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
来
年
２
月
の
ロ
シ
ア
・
ソ

チ
冬
季
五
輪
に
誰
が
出
場
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
も

し
僕
に
声
が
か
か
っ
た
ら
、

も
ち
ろ
ん
「
世
界
一
」
を
目

指
し
ま
す
。

　
昔
は
僕
も
調
子
に
の
り
、

生
意
気
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
龍
大
時
代
は
先
生

か
ら
「
ス
ケ
ー
ト
バ
カ
じ
ゃ

だ
め
だ
」
と
叱
っ
て
下
さ
っ

て
、
試
験
を
レ
ポ
ー
ト
に
切

り
か
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
生
時
代
か
ら
今
日
ま

で
、
本
当
に
周
囲
の
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
今
の
自
分
が

あ
り
ま
す
。
小
学
生
か
ら
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
を
始
め

た
僕
の
た
め
に
、
両
親
は
贅

沢
を
せ
ず
に
つ
つ
ま
し
い
生

活
を
し
て
、
僕
を
支
え
て
く

れ
ま
し
た
。「
み
な
さ
ん
に

感
謝
」
と
い
う
言
葉
し
か
、

今
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日本屈指のフィギュアースケート振付師

「世界一」を後輩たちに
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Ｉ
Ｔ
技
術
は
「
生
鮮
食
品
」

プロフィール
寺井和彦（てらい・かずひこ）＝84年（昭
和 59）経営学部（井上宏ゼミ）を卒業と
共に、㈱ＣＳＫに入社。同社の管理部門・
営業部門で12年間勤務。96年（平成８）、
大阪市北区に㈱デジタルデザインを設立。
00年には大証ナスダックジャパン市場に第
１号銘柄として上場し、高速通信技術に
関する米国や中国の特許を取得。現在、
東証ジャスダック上場企業として、情報サ
ービス事業を展開中。神戸市出身

ソフトウェアサービス会社として18年㈱デジタルデザイン

経営者登場

寺井  和彦さ
ん

　
84
年
（
昭
59
）
に
寺
井
さ

ん
は
㈱
Ｃ
Ｓ
Ｋ
に
入
社
。
同

社
は
〝
ベ
ン
チ
ャ
ー
四
天

王
〞
と
し
て
名
を
馳
せ
、
日

本
の
Ｉ
Ｔ
創
生
期
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
大
川
功
氏
が
率
い
る
。

　
私
の
就
職
活
動
当
時
は
ア

パ
レ
ル
や
百
貨
店
業
界
が
学

生
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
頃
か
ら
日
本
で
は

大
手
企
業
を
中
心
に
、コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
が
す
す
ん
で
い
た
の

で
、
結
果
的
に
そ
の
後
の
成

長
業
界
を
選
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
２
部
上
場

企
業
で
し
た
が
、す
ぐ
に
内
定

（
笑
）。

　
こ
の
成
長
企
業
で
あ
る
Ｃ
Ｓ

Ｋ
で
８
年
間
、
総
務
人
事
な

ど
の
管
理
部
門
を
経
て
、
営

業
に
移
り
４
年
間
。そ
し
96
年

（
平
８
）
に
㈱
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
設
立
し
た
の
で
す
。

　
当
社
は
00
年
、
大
阪
証
券

取
引
所
ナ
ス
ダ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ

ン
市
場
に
第
一
号
銘
柄
と
し

て
上
場
し
ま
す
が
、
グ
ロ
ー

ス
市
場
及
び
西
日
本
で
は
私

た
ち
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
大
き

な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
も
で
す
が

上
場
し
て
か
ら
が
大

変
で
し
た
。

　
現
在
、
同
社
は
大

阪
市
北
区
、
東
京
都

千
代
田
区
に
事
務
所

を
置
き
、
傘
下
に
３

社
の
関
連
企
業
を
有

し
て
い
る
。
そ
の
主

な
業
務
内
容
に
つ
い

て
、
寺
井
社
長
に
お

話
し
い
た
だ
い
た
。

　
全
体
と
し
て
は
法

人
に
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
コ
ア
製
品
群
」
を

中
心
に
お
客
様
の
業
務
シ
ス

テ
ム
を
構
築
、
導
入
、
シ
ス

テ
ム
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
担
当

さ
せ
て
も
ら
って
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
は
画
像
を
用
い
た

シ
ス
テ
ム
に
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
コ

ア
製
品
は
、
第
１
に
「
イ
メ

ー
ジ
レ
ポ
ー
タ
ー
」、
県
警
レ

ベ
ル
で
ご
導
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
超
解
像
技
術
で
す
。

　
刑
事
捜
査
の
と
き
証
拠
と

な
る
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
ビ
デ

オ
映
像
が
持
ち
込
ま
れ
ま
す

が
、
人
間
の
目
で
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
な
ど
を
、
超
解
像
技

術
で
目
視
で
き
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　
第
２
に
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

キ
ャ
ス
ト
」、
画
像
配
信
シ

ス
テ
ム
で
す
。
先
日
も
関
西

で
数
百
店
舗
展
開
さ
れ
て
い

る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
、
ご
採
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。
例
え
ば
お
さ
し
み
や
食

肉
を
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
売
り

場
に
並
べ
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
切
る
の
か
、
ど
の
よ
う

に
パ
ッ
ク
詰
め
す
る
か
を
、

全
店
舗
の
調
理
場
の
人
た
ち

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
端
末
で
見
て
い
た
だ
く
の

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
な
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

紙
に
プ
リ
ン
ト
し
、
そ
れ
を

全
店
舗
に
送
っ
て
い
た
―
―

こ
う
い
う
手
間
を
省
き
伝
達

速
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
化
粧

品
が
で
き
た
と
き
、
各
店
舗

の
美
容
員
に
、
そ
の
新
製
品

の
進
め
方
、
使
い
方
を
ス
マ

ホ
に
配
信
す
る
こ
と
で
、
短

時
間
で
お
客
様
に
対
応
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
高
性
能
化
し
、
２
世
代

前
の
Ｐ
Ｃ
と
同
程
度
の
性
能

を
持
つ
端
末
が
普
及
し
、
高

速
で
し
か
も
接
続
料
が
安
く

な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た

技
術
を
お
使
い
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
「
フ
ァ
ス
ト
コ
ネ
ク
タ

ー
」。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
流
れ

る
デ
ー
タ
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に

表
現
さ
れ
る
よ
う
、
年
々
大

量
の
デ
ー
タ
が
行
き
来
し
、

様
々
な
デ
バ
イ
ス
が
接
続
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
、

い
か
に
効
率
的
に
送
受
信
す

る
か
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
、「
Ｏ
Ｍ
Ｇ

認
定
技
術
者
資
格
試
験
」
で

す
。
Ｏ
Ｍ
Ｇ
と
言
え
ば
、
世

界
的
に
名
が
知
ら
れ
た
標
準

化
団
体
で
す
。
当
社
は
こ
の

Ｏ
Ｍ
Ｇ
と
の
提
携
か
ら
、
世
界

標
準
の
開
発
手
法
を
国
内
に

広
め
る
べ
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
モ
デ
リ
ン
グ
技
術
を
活
用
し

た
開
発
、
及
び
資
格
試
験
や

教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
将
来
の
展
望
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ま
ず
は
今
後
も
、
し
っ
か

り
と
生
き
残
る
こ
と
と
い
う

こ
と
で
す
。
Ｉ
Ｔ
業
界
の
環

境
変
化
は
、
す
さ
ま
じ
い
。

い
わ
ば
〝
生
鮮
食
品
〞
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
売
り
場
に

出
し
た
と
き
か
ら
劣
化
が
始

ま
る
。
だ
か
ら
常
に
お
客
様

の
評
価
を
考
え
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
逆
に
言
え
ば
、
す
ぐ

に
劣
化
す
る
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
さ
ら
に
新
し
く
進
化

で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝
電

を
打
ち
ま
す
。
受
付
は
、
校
友

会
事
務
局
ま
で
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

　
氏
名
　
　  

卒
年  

式
月
日

　
石
井
　
一
孝 

00 

理 

３-

10

　
十
河
　
智
考 

08 

法 

３-

10

♠
柏
原
　
秀
行 

03 

法 

３-

15

♥
森
川
　
典
子 

03 

法

　
奥
藤
　
慎
介 

05 

文 

３-

24

♠
髙
野
　
敦
生 

10 

営 

３-

30

♥
野
口
　
智
代 

10 

営

♠
森
内
　
壮
多 

11 

営 

４-

27

♥
梶
田
　
恵
　 

08 

短

♠
川
上
　
亮
　 

08 

法 

５-

18

♥
岡
本
　
結
　 

07 

文

♠
伊
藤
　
真
乗 

97 

短 

５-

26

♥
道
教
　
泰
子 

00 

短

♠
西
田
　
暁
　 

06 

短 

６-

１

♥
鳥
居
　
笑
衣 

08 

法

　
小
川
　
祥
子 

02 

文 

７-

６

　
阪
本
　
智
久 

01 

営 

７-

20

♠
山
崎
　
正
和 

09 

文 

８-

31

♥
杉
本
　
怜
子 

10 

文

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡
本
さ
ん
（
右
）
と
川
上
さ
ん

新刊紹介
　「
私
は
富
山
で
は
大
き
な

い
た
だ
き
も
の
を
し
ま
し

た
。そ
れ
は
南
無
阿
弥
陀
仏
」

（
自
伝
）。
福
光
町
疎
開
の
６

年
を
超
え
て
、
棟
方
の
模
索

と
探
求
に
か
か
わ
っ
た
中
田

町
の
真
宗
僧
侶
の
懐
古
記
。

　
四
六
判
２
２
３
頁
・
桂
書

房
・
２
０
０
０
円
＋
税

　
九
州
・
熊
本
か
ら
北
海
道

へ

－

赤
穂
義
士
の
介
錯
人
を

先
祖
に
持
つ
一
族
の
物
語

－

日
本
史
上
の
様
々
な
戦
乱
・

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら

も
、
４
０
０
年
に
わ
た
り
血

脈
を
つ
な
い
だ
米
良
家
の
系

棟
方
志
功

越
中
も
の
が
た
り

飛
鳥
寛
栗
（
39
年
文
卒
）

肥
後
藩
参
百
石
米
良
家

近
藤
　
健
（
83
年
法
卒
）

　
ほ
ん
の
短
い
あ
い
だ
で

も
、
友
達
は
、
で
き
る
。
恋

も
…
で
き
る
。
そ
し
て
ぼ
く

は
、
故
郷
を
見
つ
け
た
。
７

人
の
同
級
生
と
、
ぼ
く
の
一

年
。
第
14
回
・
ち
ゅ
う
で
ん

児
童
文
学
賞
大
賞
受
賞
作
。

　
四
六
判
１
６
５
頁
・
Ｂ
Ｌ

出
版
・
１
４
０
０
円
＋
税

譜
と
事
跡
を
明
ら
か
に
す

る
。
一
家
譜
を
超
え
た
稀
有

な
歴
史
書
。

　
Ａ
５
判
３
６
４
頁
・
花
乱

社
・
３
８
０
０
円
＋
税

　
イ
ン
ド
で
確
立
し
、中
国
・

日
本
に
お
い
て
広
く
展
開
し

た
「
唯
識
」
と
い
う
教
え
は
、

愚
か
な
迷
い
の
「
ま
な
こ
」

を
輝
く
智
慧
の
「
ま
な
こ
」

へ
と
転
え
て
い
く
。

　
Ａ
５
判
７
９
頁
・
探
究
社
・

３
５
０
円
＋
税

　
出
島
に
数
年
ぶ
り
に
外
国

船
が
や
っ
て
き
た
。
人
質
も

取
ら
れ
銃
弾
が
飛
び
交
う
攻

防
の
結
末
は
。
奉
行
所
与
力

格
の
重
蔵
は
仲
間
を
総
動
員

し
て
町
の
防
衛
に
立
ち
上
が

る
。人
気
シ
リ
ー
ズ
完
結
編
。

　
文
庫
本
２
５
６
頁
・
文
藝

春
秋
・
５
８
１
円
＋
税

　
著
書
に
よ
る
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ

　

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｎ
』
の
出
版
を
期

に
、
絶
版
と
な
っ
て
い
た
も

の
を
再
版
し
た
も
の
が
本

書
。
真
宗
の
安
心
が
わ
か
り

や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
新
書
判
２
２
８
頁
・
探
究

社
・
２
２
０
０
円
＋
税

　
広
島
の
田
舎
町
に
暮
ら
す

作
家
・
世
良
の
家
か
ら
、
妻

が
姿
を
消
し
た
。
そ
の
理
由

に
つ
い
て
、
世
良
は
、
執
筆

中
の
原
稿
を
読
ん
で
ほ
し
い

と
言
う
。
そ
れ
は
、「
座
敷

わ
ら
し
」「
言
う
な
地
蔵
」「
吉

作
落
と
し
」
な
ど
日
本
各
地

に
伝
わ
る
怪
談
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
物
語
だ
っ
た
。

　
Ａ
６
判
２
８
６
頁
・
実
業

之
日
本
社
・
５
５
２
円
＋
税

　
人
間
の
や
る
こ
と
に
絶
対

は
な
い
。
社
会
派
本
格
推
理

を
志
向
す
る
俊
英
が
、
大
震

災
後
、
注
目
の
高
ま
っ
て
い

る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
つ
に
材
を
採
り
、
完
璧
な

る
犯
罪
計
画
に
挑
む
！

　
四
六
判
ソ
フ
ト
２
６
９
頁
・

光
文
社
・
１
５
０
０
円
＋
税

　
ひ
と
り
の
天
才
農
業
家
が

死
ん
だ
。
そ
の
背
後
に
浮
か

び
上
が
っ
た
驚
愕
の
事
実
と

は
。
ミ
ス
テ
リ
ー
界
の
新
鋭

が
日
本
に
累
積
す
る
問
題
に

迫
る
新
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
。

　
四
六
判
２
６
３
頁
・
幻
冬

舎
・
１
５
０
０
円
＋
税

　
卍
（
ま
ん
じ
）
マ
ー
ク
は

仏
教
の
印
と
し
て
広
く
世
界

に
分
布
し
て
い
る
が
、
ナ
チ

ス
の
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
印

と
誤
解
さ
れ
る
。
卍
印
は
本

来
、
吉
祥
の
印
だ
が
、
世
界

中
の
卍
を
調
べ
た
著
者
に
よ

り
、
卍
印
が
宇
宙
規
模
ま
で

広
が
り
、
日
本
で
は
聖
徳
太

子
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
四
六
判
２
３
２
頁
・
現
代

書
館
・
２
３
０
０
円
＋
税

　
著
者
の
『
金
子
み
す
ゞ
の

詩
情
の
底
に
流
れ
る
慈
悲
』

の
絶
版
後
に
、
発
刊
し
た
も

の
が
本
書
。み
す
ゞ
の
童
話
、

詩
、
文
学
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理

由
が
浄
土
教
視
点
に
立
っ
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｂ
６
判
１
２
６
頁
・
探
究

社
・
１
３
０
０
円
＋
税

暮
ら
し
に
生
か
す
唯
識

楠
　
淳
證
（
86
年
文
院
卒
）

カ
ン
ト
リ
ー
・
ロ
ー
ド

阪
口
正
博
（
79
年
法
卒
）

真
宗
安
心
要
文
Ⅰ
・
Ⅱ

瀬
川
　
豊
（
70
年
文
院
卒
）

長
崎
奉
行
所
秘
録

伊
立
重
蔵
事
件
帖

フ
ェ
ー
ト
ン
号
別
件

指さ
し
か
た方

恭
一
郎
（
85
年
文
卒

海
の
イ
カ
ロ
ス

大
門
剛
明
（
97
年
文
卒

父
の
ひ
と
粒
、
太
陽
の
ギ
フ
ト

大
門
剛
明
（
97
年
文
卒

卍
に
隠
さ
れ
た

十
字
架
と
聖
徳
の
光

卍
と
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ

中
垣
顕
實
（
83
年
文
卒

念
仏
に
生
き
た

金
子
み
す
ゞ
と
良
寛

姫
路
龍
正
（
48
年
専
門
部

怪
談
を
め
ぐ
る
ミ
ス
テ
リ
ー

ぞ
ろ
り
ん
が
っ
た
ん

大
門
剛
明
（
97
年
文
卒
）

舎

税
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ア
ベ
ッ
ク
優
勝
（
女
子
は
5

連
覇
中
）
と
快
進
撃
を
続
け

て
い
る
。

　
今
春
か
ら
は
、
古
財
和
輝

氏
（
日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
9
位
）

と
井
田
貴
子
氏
（
元
実
業
団

チ
ー
ム
コ
ー
チ
）
を
コ
ー
チ
に

迎
え
、
技
術
面
の
向
上
を
図

る
中
、
学
生
日
本
一
を
目
指

し
て
精
進
を
続
け
て
い
る
。

校　友
最前線

05
年
に
経
済
学
部
を
卒
業
。
現
在
、
楽
天
株
式
会
社
に
勤
務
す
る
森
下
さ
ん
。

在
学
中
は
経
済
学
部
の
伊
達
浩
憲
教
授
の
ゼ
ミ
や
野
外
活
動
部
で
活
躍
。「
人
と

の
ご
縁
を
大
切
に
」
と
い
う
の
が
、
森
下
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー

森
下 

貴
子
さん

楽
天
株
式
会
社ネ

ッ
ト
で
地
域
を
元
気
に

―
―
学
生
時
代
の
思
い
出
は

　
伏
見
区
の
竜
馬
通
り
商
店

街
で
、
空
き
店
舗
を
利
用
し

て
小
箱
シ
ョッ
プ「
た
ま
り
場
」

を
開
店
し
た
こ
と
で
す
ね
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
私
は
〝
商

売
〞
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

３
回
生
の
秋
に
友
人
と
起
業

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
雑

貨
の
委
託
販
売
事
業
を
手
が

け
た
の
で
す
。
龍
谷
大
学
は

全
国
か
ら
学
生
が
集
ま
って
い

ま
す
。
私
は
田
舎
育
ち
で
す

か
ら
、
共
に
熱
い
学
生
生
活

を
過
ご
し
た
友
人
が
全
国
に

い
る
こ
と
が
、
と
て
も
心
強

く
思
って
い
ま
す
。
所
属
サ
ー

ク
ル
は
野
外
活
動
で
し
た
が
、

諸
先
輩
が
た
が
培
って
こ
ら
れ

た
〝
龍
大
〞
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
と
知
名
度
の
す
ご
さ
に
驚

い
た
こ
と
を
、
思
い
出
し
ま

す
。

―
―
な
ぜ
「
楽
天
」
へ
？

　
学
生
時
代
か
ら
、
地
域
が

い
か
に
元
気
に
、
そ
し
て
活

性
化
で
き
る
か
と
い
う
点
に

興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
閉
ま
っ
た
ま
ま
の
商

店
街
を
目
に
し
た
と
き
、
ネ

ッ
ト
の
有
効
利
用
に
よ
り
、

何
と
か
な
ら
な
い
か
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

―
―
今
、「
楽
天
」
で
何
を

　
ご
出
店
い
た
だ
い
た
120
〜

130
店
舗
の
売
り
上
げ
支
援
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
で
す
。

た
だ
最
近
、
当
社
の
会
議
な

ど
で
公
用
語
が
英
語
に
な
っ
た

の
で
、
必
死
に
勉
強
し
て
い

ま
す
（
笑
）。

　
今
、
医
療
品
に
関
す
る
法

律
が
大
き
く
変
わ
って
き
て
い

る
の
で
、
日
々
そ
の
変
化
を

確
認
し
て
お
か

な
い
と
卸
や
メ

ー
カ
ー
さ
ん
の

販
売
の
プ
ロ
に
、

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
点
も
日
々
、
勉

強
で
す
。

―
―
今
後
の
目
標
、
抱
負
は

　
医
療
品
の
ネ
ッ
ト
販
売
と

い
う
と
、
拒
絶
反
応
を
示
さ

れ
る
か
た
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
対
面
販
売
だ

け
で
お
店
を
経
営
さ
れ
て
き

た
小
売
店
さ
ん
、
そ
し
て
消

費
者
の
顔
が
見
え
な
い
中
で
、

商
品
開
発
を
さ
れ
て
き
た
メ

ー
カ
ー
さ
ん
な
ど
、
こ
れ
ま
で

日
本
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
多

く
の
会
社
が
、
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
活
性
化
し
て
い
た
だ
く

お
手
伝
い
を
す
る
の
が
、
私

ど
も
の
使
命
で
す
。

　
売
り
上
げ
が
伸
び
る
と
、

雇
用
が
生
ま
れ
ま
す
。
雇
用

が
生
ま
れ
る
と
、
そ
の
会
社

の
周
辺
が
潤
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

は
未
熟
で
す
が
、
シ
ャッ
タ
ー

の
閉
ま
っ
た
商
店
が
、
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
全
国
、
全
世
界
に

向
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
、
入
社

当
初
か
ら
の
夢
に
む
か
っ
て
、

日
々
精
進
し
て
が
ん
ば
って
ま

い
り
ま
す
。

韓国の大学で日本語教育
海
外
で
活
躍

　
　
　
　
　
す
る
校
友

祥明大学校日本語教育学科

角ゆりかさ
ん

　
03
年
（
平
成
15
）
に
国
際
文
化
学
研
究
科

修
士
課
程
を
修
了
し
、
指
導
教
授
の
権コ

ン

五オ
ジ
ョ
ン定

教
授
の
勧
め
で
韓
国
で
日
本
語
教
育
に
従

事
。
そ
の
後
、
韓
国
の
大
学
院
で
日
本
語
教

育
を
専
攻
し
、
ソ
ウ
ル
の
祥

サ
ン
ミ
ョ
ン明
大
学
校
で
日

本
語
教
員
に
。
現
在
の
仕
事
や
韓
国
の
学
生

に
つ
い
て
た
ず
ね
た
。

龍
大
の
語
学
研
修
か
ら

　
私
が
韓
国
語
を
学
ぶ
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
龍
谷
大

学
の
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
た
。
１
、２
年
生
の
夏
、
韓

国
で
１
ヶ
月
間
、
語
学
研
修

を
受
け
、
３
年
生
に
は
念
願

が
叶
い
交
換
留
学
生
と
し
て

１
年
間
、
ソ
ウ
ル
の
大
学
に
留

学
し
ま
し
た
。
以
来
、
気
が

付
け
ば
韓
国
で
日
本
語
を
教

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
。

　
私
が
勤
務
し
て
い
る
祥
明

大
学
校
は
私
立
大
学
で
、
ソ

ウ
ル
駅
か
ら
北
の
鐘
路
区
に

あ
り
ま
す
。
朝
鮮
王
朝
の
王

宮
・
景
福
宮
（
世
界
文
化
遺

産
）
か
ら
バ
ス
で
15
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
昔
は

女
子
師
範
大
学（
教
育
学
部
）

で
し
た
が
、
今
は
共
学
の
総

合
大
学
で
す
。
私
が
所
属
し

て
い
る
日
本
語
教
育
学
科
で

は
、
中
学
や
高
校
の
日
本
語

教
師
を
目
指
す
学
生
が
中
心

で
、
日
本
語
だ
け
で
は
な
く

日
本
の
文
化
や
文
学
な
ど
、

幅
広
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

学
生
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

　
祥
明
大
学
校
で
の
教
員
と

し
て
の
私
の
仕
事
は
講
義
を

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
学
生

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
サ
ポ

ー
ト
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
公
演
す
る
日
本
語
劇
の

指
導
を
、
週
２
、３
回
行
っ
て

い
ま
す
し
、
日
本
語
デ
ィ
ベ
ー

ト
（
討
論
）
大
会
の
準
備
も

手
伝
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
教
員
と
し
て
の

喜
び
は
、
学
生
た
ち
の
日
本

語
が
ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
い

く
姿
に
接
す
る
こ
と
で
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
韓
国
の
学

生
さ
ん
た
ち
と
深
く
関
わ
る

こ
と
も
、
大
き
な
魅
力
で
す
。

　
学
生
の
進
路
相
談
に
の
る

の
も
、
教
員
の
仕
事
の
ひ
と
つ

で
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
韓

国
の
学
生
は
今
、
厳
し
い
就

職
難
の
時
代
の
中
に
生
き
て

い
ま
す
。
熾
烈
な
競
争
に
疲

れ
、
進
路
で
悩
ん
で
い
る
学

生
に
、
い
か
に
す
れ
ば
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
か
、

こ
ち
ら
も
必
死
で
す
。

韓
国
の
若
者
が
未
来
を

　
さ
ら
に
最
近
は
日
本
語
に

対
す
る
人
気
が
薄
れ
、
中

学
・
高
校
の
日
本
語
教
師
募

集
が
減
っ
て
い
ま
す
。
一
所
懸

命
、
日
本
語
の
先
生
を
目
指

し
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
学
生

に
、
ど
う
声
を
か
け
て
指
導

す
る
か
、
そ
れ
が
私
の
前
に

立
ち
は
だ
か
る
大
き
な
難
問

で
す
。

　
で
も
、
明
日
に
希
望
を
持

っ
て
い
ま
す
。
日
韓
の
学
生

交
流
の
場
で
は
、
言
葉
の
壁

を
こ
え
て
学
生
同
士
は
す
ぐ

仲
良
く
な
り
ま
す
。
お
互
い

か
ら
多
く
の
こ
と
を
感
じ
、

学
び
合
って
い
ま
す
。
こ
う
し

た
地
道
な
日
韓
の
若
者
た
ち

の
交
流
が
、
や
が
て
今
後
の

日
韓
関
係
の
明
る
い
未
来
を

切
り
拓
い
て
く
れ
る
に
違
い
な

い
と
、
私
は
固
く
信
じ
て
い

ま
す
。

○
訂
正
と
お
わ
び
＝
校
友
会

報
75
号
「
校
友
最
前
線
」
で

最
上
由
生
子
さ
ん
を
「
由
布

子
さ
ん
」
と
間
違
え
て
記
載

し
ま
し
た
。

ソ
ウ
ル
市
内
の
祥
明
大
学
校

日
本
画
の
辰
巳
寛
さ
ん

奈
良
市
で
個
展

　
日
本
画
家
で
日
展
評
議
員

の
辰
巳
寛
さ
ん
（
69
年
文
卒・

05
年
に
龍
谷
奨
励
賞
）
の
個

展
が
、
５
月
に
近
鉄
百
貨
店

奈
良
店
の
美
術
画
廊
で
開
催

さ
れ
た
。
今
回
は
140
号
の
大

作
「
舞
妓
画
」
３
点
を
中
心

と
し
た
作
品
展
で
、
辰
巳
さ

ん
は
今
、
ア
ト
リ
エ
を
奈
良

市
内
か
ら
京
都
府
木
津
川
市

に
移
し
て
、
創
作
活
動
に
取

り
組
む
。

立
部
祐
道
さ
ん

仁
和
寺
門
跡
に
就
任

　
立
部
祐
道
さ
ん
（
64
年
文

卒
）
が
６
月
22
日
、
真
言
宗

御
室
派
管
長
・
総
本
山
仁
和

寺
（
京
都
市
右
京
区
御
室
）

第
50
世
門
跡
に
就
任
し
た
。

立
部
さ
ん
は
広
島
県
尾
道
市

生
ま
れ
。
龍
谷
大
学
で
は
文

学
部
史
学
科
で
国
史
学
を
専

攻
。
薬
師
寺
管
主
の
山
田
法

胤
さ
ん
と
、
正
力
松
太
郎
賞

受
賞
の
今
里
晃
玄
さ
ん
（
次

項
）と
同
期
で
も
あ
る
。「
世

界
遺
産
で
あ
る
仁
和
寺
の
護

持
と
発
展
に
尽
く
し
た
い
」

と
、
就
任
に
あ
た
って
挨
拶
。

今
里
晃
玄
さ
ん

正
力
松
太
郎
賞
受
賞

　
青
少
年
の
仏
教
情
操
や
教

育
活
動
に
取
り
組
む
個
人
な

い
し
団
体
に
贈
ら
れ
る
第
37

回
正
力
松
太
郎
賞
を
、
今
里

晃
玄
さ
ん
（
64
年
文
卒
）
が

受
賞
し
た
。
今
里
さ
ん
は
香

川
県
坂
出
市
の
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
教
専
寺
の
住
職
で
あ

る
。「
悲
し
い
と
き
も
う
れ

し
い
と
き
も
、
仏
さ
ま
を
拝

め
る
心
を
小
さ
い
頃
か
ら
持

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い

の
も
と
、
同
寺
の
日
曜
学
校

の
活
動
を
長
年
に
わ
た
っ
て

続
け
て
き
た
実
績
が
評
価
さ

れ
た
。

　
６
月
11
日
、
東
京
の
ご
自

宅
で
逝
去
さ
れ
た
。
89
歳
だ

っ
た
。
西
來
さ
ん
は
24
年（
大

正
13
）
生
ま
れ
で
、53
年
（
昭

和
28
）
文
学
部
仏
教
学
科

を
卒
業
。
高
校
教
諭
を
経
て

朝
日
新
聞
の
「
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
」
編
集
長
に
就
任
。
そ

の
後
、
千
代
田
学
園
の
校
長

な
ど
を
つ
と
め
た
あ
と
㈱
ヘル

ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
西
來
を
設
立

し
、
日
本
初
の
電
話
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
「
ダ
イ
ヤ
ル
フ
レ
ン
ド
」

を
主
宰
。
医
事
評
論
家
、
仏

教
者
と
し
て
臨
床
仏
教
学
を

提
唱
。
医
療
、
福
祉
、
老
人

問
題
、
死
の
臨
床
に
つい
て
執

筆
、
講
演
を
手
が
け
る
。

　
第
５
回
「
龍
谷
賞
」（
94

年
）
を
受
賞
。
校
友
会
東

京
支
部
を
初
代
支
部
長
の
松

林
宗
恵
さ
ん
（
41
年
専
門
部

卒
・
第
１
回
龍
谷
賞
）
ら
と

共
に
立
ち
上
げ
、
２
代
目
の

支
部
長
に
就
任
。
そ
の
温
厚

な
人
柄
が
多
く
の
校
友
を
惹

き
つ
け
、
東
京
支
部
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

　
戦
時
中
、
兵
隊
と
し
て
２

度
の
中
国
出
陣
の
経
験
を
も

と
に
、「
私
の
代
わ
り
に
戦
友

の
死
が
あ
り
ま
す
。
人
生
を

い
か
に
生
き
る
か
で
は
な
く
、

い
た
だ
い
た
い
の
ち
を
ど
う
過

ご
す
の
か
が
、
私
の
人
生
の
ス

タ
ン
ス
で
す
」
と
、
生
前
に

話
し
て
お
ら
れ
た
。

（
Ｋ
）

校
友
会
東
京
支
部
前
支
部
長

第
５
回
「
龍
谷
賞
」
受
賞
の

西
來
武
治
さ
ん

追　悼12年11月の校友会全国支部長会で
意見を述べる西來さん 創部50周年式典に参加のみなさん

個展での辰巳さん

校
友
短
信

　
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）

に
創
部
さ
れ
た
龍
谷
大
学
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
50
周
年
を

迎
え
、
13
年
７
月
20
日
、
祝

賀
会
が
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

＆
ス
パ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
祝
賀
会
は
、
150
名
の
参
加

者
で
う
め
つ
く
さ
れ
た
会
場

で
、
ま
ず
石
丸
義
高
OB
会

会
長
が
謝
辞
を
述
べ
た
。
続

い
て
、
窪
田
通
雄
部
長
が
50

年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
共

に
こ
れ
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

の
目
標
を
示
す
挨
拶
を
述
べ

た
。
来
賓
と
し
て
赤
松
徹
眞

学
長
、
関
西
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
連
盟
会
長
で
関
西
大
学

准
教
授
の
中
原
住
雄
氏
が
祝

辞
を
述
べ
、
長
野
了
法
総
務

局
長
の
発
声
で
乾
杯
が
行
わ

れ
た
。

　
功
労
賞
と
し
て
、
松
浦
裕

幸
初
代
OB
会
会
長
、
窪
田
通

雄
部
長
、
入
江
吉
信
名
誉

監
督
、
山
本
秀
樹
元
コ
ー
チ
、

堀
江
茂
晴
元
OB
会
会
長
、
矢

野
暢
久
OB
会
幹
事
長
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
桑
原
孝
司
OB
会

副
会
長
が
、「
今
度
は
、
学

生
日
本
一に
な
っ
た
時
に
再
び

集
ま
り
、
祝
賀
会
を
し
ま
し

ょ
う
」
と
閉
会
の
挨
拶
を
述

べ
た
。

　
外
部
の
招
待
客
は
関
西
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
会
長
の

み
で
、
大
学
関
係
の
招
待
客

と
OB
・
現
役
、
現
役
の
保
護

者
で
行
わ
れ
た
祝
賀
会
は
、

決
し
て
派
手
と
は
言
え
な
い

が
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
な

が
ら
現
役
へ
の
活
躍
に
支
援

を
誓
い
合
う
『
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
の
団
結
力
』
を
改
め
て

感
じ
る
会
に
な
っ
た
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
歴
史

あ
る
龍
谷
大
学
の
中
に
あ
っ

て
は
若
い
ク
ラ
ブ
で
あ
る
が
、

現
役
と
OB
会
が
常
に
連
携
し

て
龍
谷
大
学
を
代
表
す
る
ク

ラ
ブ
と
し
て
活
躍
を
続
け
て

い
る
。
又
、
５
年
前
に
実
業

団
チ
ー
ム
の
監
督
を
や
っ
て
い

た
宮
崎
克
己
氏
を
監
督
に

迎
え
、
イ
ン
カ
レ
女
子
３
位
、

西
日
本
イ
ン
カ
レ
女
子
優
勝
、

男
子
準
優
勝
の
成
績
を
収
め

て
お
り
、
関
西
学
生
リ
ー
グ

戦
で
は
、
3
期
連
続
で
男
女

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
創
部
50
周
年
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エリアでさがす ジャンルでさがす

例えば…私の街に
            龍大生っているのかな？
    →　エリアで卒業生を探してください！

例えば…出張で東京に来たけど東京に龍大生の
            お店ってあるのかな？
　 →　様々なジャンルで卒業生を探して
            ください！

例えば…田中君、地元に帰って家の事業を継ぐって
            言っていたけど、今どうしているのかな？
    →　お名前・卒業年・卒業学部で
            懐かしい人を探してください！

奈
良
市
役
所

「
三
宝
会
」

会
員
大
募
集

　
奈
良
市
役
所
内
に
龍
大

卒
の
現
職
と
Ｏ
Ｂ
で
組
織

し
た
「
三
宝
会
」
が
あ
り

ま
す
。

　
現
在
、
堀
川
会
長
（
市

民
生
活
部
長
）
を
中
心
に

約
30
数
名
の
会
員
が
い

て
、
か
つ
て
は
旅
行
や
親

睦
会
が
盛
ん
で
し
た
が
、

今
は
年
に
１
回
「
総
会
と

送
別
会
」
な
ど
の
親
睦
会

を
春
に
開
催
し
て
い
る
程

度
で
す
。

　
会
員
の
老
若
男
女
人
間

関
係
は
す
こ
ぶ
る
良
好
で

す
が
、
現
職
よ
り
OB
の
方

の
ほ
う
が
多
く
な
り
、
若

い
会
員
が
少
な
い
の
が
悩

み
の
種
で
す
。
個
人
情
報

の
壁
の
た
め
、
龍
谷
大
学

の
新
卒
状
況
が
判
ら
ず
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
大

募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。（
問
い
合
せ
＝
奈
良

市
役
所
建
設
部
住
宅
課
・

奥
中
ま
で
）

● 日　時：2013年10月26日（土）
　　講演会　ピーター・フランクル氏
　　　（13：00 ～ 15：00）
　　理工学部同窓会特別企画
　　　（10：00 ～ 16：00）
　　設立20周年記念パーティー
　　　（15：30 ～ 17：30）
● 場　所：瀬田キャンパス
● 詳細・問い合わせ：
　  http://www.ryukoku-t.gr.jp/20th.html

理工学部同窓会設立20周年記念イベント
講演会と祝賀会〈ご案内〉

奈良市役所「三宝会」

で検索を！

校友がオーナーのお店、会社、寺院、事務所などを幅広く紹介しています。ご近所に校友のお店や寺院があることの発見や、 卒業生だけの
特典を付けてくれるという嬉しい情報も。また、海外で活躍されている校友も続々登場していただいています。
８月 31 日現在で、12 ジャンル 77 人の卒業生がご登場くださっています。

校友が校友を紹介しながらつながっていく近況報告のペ
ージです。懐かしいあの人を発見するワクワク感！　い
つか自分にまわってくるかもしれない！というドキドキ
感！を一緒に楽しみましょう。
４月１日、村上校友会長からスタートした数珠つなぎが
８月 31 日現在で 19 人の方につながっています。

日本国内、海外、または職域へと広がる支部は 46 支部
あり、次々と新しい支部が設立されています。あなたの
お住まいの地域にも卒業生が集い、活動している支部が
あるはず。「各支部紹介」のコンテンツから探すことが
できます。

校友タウン情報

校友数珠つなぎ

各支部の紹介

Episode
❶

検索でさがす

まずは▶  　 龍谷大学校友会 で

ご近所に校

気になっていた著名なライブハウスのオー
ナーが龍大生だったんです !!　全く知らな
かったけど、校友タウン情報で知って驚き
ました！　おかげでグンと親しくなって、と
うとうライブをさせていただきましたよ。
校友タウン情報のご縁です。

私の５つ前に登場していた方が、龍大時
代によく飲んだ友人なんですよ。彼は体
育局、私は宗教局でしたが、ひょんなき
っかけで。卒業してからずいぶん経って
しまいましたが、こんな形で彼の近況を
知るなんて思わなかった。本当に懐かし
い。懐かしい思い出が一杯ある。青春時
代が蘇りましたよ。彼に連絡とってみよ
うかな…

せっかく支部のページができたから、今ま
でパソコンはメールしかしなかったけど、
ホームページに支部の活動を投稿したい
から少しずつ打つようになったんですよ。
パソコン、苦手なんですけど、思ったよ
り簡単でよかったです。これをきっかけに
他の事もやってみようかなって思っていま
す。ホームページを見ない世代の人にも
みてほしいですね。

Episode
❸

校 

友 

掲 

示 

板

あたらしくなった「校友会ホームページ」には
こんなに大勢の卒業生が登場しています
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地
域
支
部
の
つ
ど
い

職
域
支
部
の
つ
ど
い

宮
城
泰
年
師
の
出
版

祝
賀
会
を
開
催

　
３
月
23
日
、
京
都
市
左
京

区
の
聖
護
院
門
跡
で
、
宮
城

泰
年
さ
ん
（
54
年
文
卒
・
本

山
修
験
宗
管
長
・
聖
護
院
門

跡
門
主
）
の
近
著
『
動
じ
な

い
心
』（
講
談
社
刊
）
の
出

版
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

同
会
に
は
校
友
会
の
海
南
・

有
田
支
部
の
会
員
を
中
心

に
、
中
西
玄
禮
さ
ん
（
65
年

文
院
卒
・
浄
土
宗
西
山
禅
林

寺
派
管
長
・
永
観
堂
法
主
）

を
は
じ
め
、
三
村
峯
男
校
友

会
長
（
当
時
）
な
ど
、
多
数

の
校
友
が
参
加
し
、
出
版
を

祝
っ
た
。

　
ま
た
、
宮
城
さ
ん
が
聖
護

院
門
跡
内
の
旧
跡
を
案
内
す

る
と
共
に
、『
動
じ
な
い
心
』

に
込
め
ら
れ
た
修
験
道
の
世

界
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

第
10
回
総
会
を
開
催

現
役
学
生
12
人
参
加

　
大
阪
・
中
央
支
部
で
は
５

月
18
日
に
70
余
名
の
校
友
及

び
家
族
が
集
ま
り
、
第
10
回

記
念
総
会
を
大
阪
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
総

会
審
議
に
引
き
続
き
佐
藤
副

学
長
に
母
校
の
近
況
を
伺
っ

た
。
懇
親
会
で
は
校
友
の
ビ

ッ
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
を
聞
き

な
が
ら
の
歓
談
と
な
っ
た
。

　
今
回
も
現
役
の
龍
大
生
12

名
が
参
加
し
、
先
輩
後
輩
と

の
活
発
な
交
流
を
し
た
。
意

欲
あ
る
後
輩
達
の
意
見
を
聞

き
龍
大
の
未
来
に
安
堵
し
、

少
し
で
も
龍
大
生
の
就
業
力

向
上
に
役
立
て
た
と
自
負
す

る
。
ゲ
ー
ム
・
初
参
加
者
紹

介
な
ど
行
い
、
現
役
櫛
田
君

の
エ
ー
ル
に
よ
り
学
歌
を
全

員
で
斉
唱
し
、
盛
会
の
中
お

開
き
と
な
っ
た
。

　
校
友
・
大
学
の
皆
様
の
ご

協
力
に
て
盛
大
に
10
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　（
山
﨑
一
夫
）

創
設
30
周
年
で

五
木
寛
之
氏
講
演
会

　
30
周
年
を
迎
え
た
大
分
県

支
部
で
は
、
記
念
事
業
と
し

て
作
家
の
五
木
寛
之
さ
ん
の

講
演
会
を
、
５
月
25
日
に
大

分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
で
開

  

大
阪
・
中
央
支
部

  

海
南
・
有
田
支
部

催
し
た
。「
い
ま
を
生
き
る

力
」
と
題
し
た
記
念
講
演
会

は
入
場
料
１
千
円
を
必
要
と

し
た
が
、
同
支
部
に
よ
る
地

元
メ
デ
ィ
ア
を
媒
体
と
し
た

広
報
活
動
が
功
を
奏
し
、
400

名
を
こ
え
る
校
友
や
一
般
市

民
が
聴
講
し
た
。（高

尾
正
音
）

シ
ャ
ト
ル
見
学
ツ
ア
ー

　
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部

の
今
年
の
行
事
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
５
月
29
日
に
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
科
学
博
物
館
の
ス
ペ

ー
ス
シ
ャ
ト
ル
展
示
の
見

学
、
バ
ラ
園
の
散
歩
、
昼
食

会
を
か
ね
て
10
人
ほ
ど
で
向

か
い
ま
し
た
。
場
所
は
ロ
ス

市
内
で
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

タ
ジ
ア
ム
が
あ
り
ま
す
、
み

ん
な
で
楽
し
い
１
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　（
中
垣
紘
道
）

京
都
寺
巡
り
と
茨
木

フ
ェ
ス
で
東
北
支
援

　
大
阪
・
北
大
阪
支
部
で
は

去
年
の
奈
良
バ
ス
ツ
ア
ー
に

続
き
、
６
月
15
日
に
京
都
の

お
寺
巡
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
龍
谷
大
学
の
卒

業
生
が
在
籍
さ
れ
る
お
寺
を

訪
ね
、
普
段
は
公
開
さ
れ
て

い
な
い
庭
な
ど
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　
朝
10
時
に
四
条
河
原
町
に

集
合
し
た
総
勢
40
人
の
校
友

が
、
支
部
旗
を
先
頭
に
清
水

寺
と
建
仁
寺
へ
。
参
道
は
観

光
客
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
た
ち
は
静
寂
の
別
世

界
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

先
輩
の
お
坊
さ
ん
が
た
が
丁

寧
に
ご
説
明
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
ま
た
７
月
27
・
28
日
に
は

茨
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
市

民
祭
）
に
出
店
し
、
ヨ
ー
ヨ

  

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部

ー
釣
り
や
射
的
な
ど
を
親
子

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
共

に
、
東
北
支
援
と
し
て
牛
タ

ン
カ
レ
ー
な
ど
の
東
北
物
産

品
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
に
現
役
学
生
の

み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
一
緒
に
龍
谷
大
学
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　   （
堤

　
清
貢
）

薬
師
寺
東
塔
（
国
宝
）

平
成
の
大
修
復
見
学

　
奈
良
県
支
部
（
奈
良
龍
大

会
）
で
は
６
月
30
日
、
15
時

か
ら
薬
師
寺
ま
ほ
ろ
ば
会
館

で
今
年
度
の
総
会
を
開
催
し

た
あ
と
、
平
成
の
大
修
復
中

の
薬
師
寺
東
塔
を
特
別
拝
観

し
、
大
屋
根
に
覆
わ
れ
た
塔

の
最
上
部
ま
で
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
た
参
加
者
が
登

拝
し
た
。

　
こ
の
日
の
参
加
者
は
約
90

名
で
、
奈
良
龍
大
会
メ
ン
バ

ー
の
一
人
で
あ
る
赤
松
徹
眞

学
長
を
は
じ
め
、
校
友
会
の

地
域
支
部
や
職
域
支
部
の
メ

ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
薬
師
寺

境
内
が
〝
龍
大
色
〞
に
染
ま

っ
た
。

　
ま
た
、
17
時
か
ら
薬
師
寺

副
住
職
の
村
上
太
胤
さ
ん
の

校
友
会
長
就
任
の
祝
賀
会
も

開
催
さ
れ
、
特
別
ゲ
ス
ト
と

し
て
中
国
四
川
省
生
ま
れ
の

  

大
分
県
支
部

  

大
阪
・
北
大
阪
支
部

江
玉
さ
ん
（
国
際
文
化
学
部

３
年
生
）
が
、
中
国
文
化
遺

産
の
「
変
面
」
を
披
露
。
江

さ
ん
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
幕
式
で
も
変
面
を
披
露

し
て
い
る
。

　（
倍
巌
良
明
）

再
興
15
周
年
で

記
念
総
会
と
講
演
会

　
７
月
６
日
、
徳
島
県
支
部

の
再
興
15
周
年
記
念
総
会
を

徳
島
市
内
の
校
友
の
店
「
笹

乃
庄
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
で
は
李
相
哲
・

社
会
学
部
教
授
を
お
招
き
し

て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
今
回
の
総
会
に
は
、

は
じ
め
て
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
卒
業
生
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
親
睦
会
で
は
、
お

盆
間
近
と
あ
っ
て
、
阿
波
踊

り
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
来
見
明
信
）

支
部
創
設
25
周
年
で

役
員
を
一
部
刷
新

　
88
年
（
昭
63
）
創
設
の
山

  

奈
良
県
支
部
（
奈
良
龍
大
会
）

口
県
支
部
で
は
、
25
周
年
を

迎
え
て
藤
谷
光
信
支
部
長
が

勇
退
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
桑

羽
隆
慈
新
支
部
長
の
も
と
に

役
員
の
一
部
交
代
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
13
日
に
は
防

府
市
の
ア
パ
ホ
テ
ル
で
今
年

度
の
総
会
を
行
い
、
文
学
部

の
玉
木
興
慈
教
授
に
記
念
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
10
月
に
鹿
児
島

県
支
部
と
の
薩
長
交
流
を
目

的
と
し
た
「
薩
摩
探
訪
親
睦

ツ
ア
ー
」
を
行
う
こ
と
を
決

定
。

　
山
口
県
支
部
で
は
今
後
と

も
世
代
交
代
を
推
進
し
、
役

  

徳
島
県
支
部

員
一
同
で
同
窓
会
活
動
の
充

実
に
向
け
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　（
羽
嶋
豪
太
郎
）

設
立
30
周
年
記
念
事
業
で

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
8
月
31
日
、
支
部
設
立
30

周
年
を
記
念
し
て
、
龍
谷
大

学
吹
奏
楽
部
と
鹿
児
島
情
報

高
校
吹
奏
楽
部
と
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
会
場
の
宝
山
ホ
ー
ル
に
は

約
１
，
３
０
０
名
の
校
友
と

演
奏
者
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
日
本
一
の
実
力
を
も
つ

両
校
の
演
奏
に
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

　
龍
大
吹
奏
楽
部
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
学
歌
。
会
場
か
ら

は
自
然
と
歌
声
が
加
わ
り
ま

す
。
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
ユ

ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
奏
者
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
の
外
囿
祥
一
郎
さ
ん

が
出
演
さ
れ
、
龍
大
吹
奏
楽

部
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
。

　
第
３
部
で
は
両
校
の
合
同

演
奏
、
そ
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
は
来
場
者
全
員
で
合

唱
。
設
立
30
周
年
を
祝
い
会

場
が
一
体
と
な
っ
た
コ
ン
サ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

  

山
口
県
支
部

  

鹿
児
島
支
部

修復中の東塔へ

鹿児島情報高校吹奏楽部・龍大吹奏楽部

玄
奘
三
蔵
堂
前
で

茨木フェスティバルで

講演する五木さん 大分県支部のスタッフ

「
紫
松
甲
子
園
」
で

タ
イ
ガ
ー
ス
応
援

　
校
友
会
職
域
支
部
の
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
（
紫
松

会
）
で
は
５
月
26
日
、「
紫

松
甲
子
園
」
と
題
し
て
甲
子

園
球
場
に
集
い
、
み
ん
な
で

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
応
援
を

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
藤
浪
選
手
の
好

投
で
タ
イ
ガ
ー
ス
が
勝
利
を

お
さ
め
、
全
員
で
「
六
甲
お

ろ
し
」を
大
合
唱
し
ま
し
た
。

（
三
島
仁
志
）

母
校
の
人
権
学
習
誌
に

活
動
概
要
を
寄
稿

　
01
年
（
平
成
13
）
に
発
足

し
た
教
誨
師
・
篤
志
面
接
委

員
の
集
ま
り
で
あ
る
桐
友
会

の
歩
み
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
の
活
動
記
録
が
、
龍
谷
大

学
が
発
行
す
る
人
権
学
習
誌

「
白
色
白
光
」
に
掲
載
さ
れ

た
。

　
同
誌
の
特
集
テ
ー
マ
は

「
矯
正
・
保
護
と
人
権
」
で
、

桐
友
会
の
本
川
英
曉
副
会
長

が
寄
稿
。
発
足
の
経
緯
か
ら

設
立
13
年
目
を
迎
え
た
桐
友

会
の
活
動
記
録
や
、
現
在
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
詳
し

く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
桐
友
会
で
は
５
月

31
日
に
大
阪
弁
護
士
会
館
で

定
期
総
会
が
開
か
れ
、
続
い

て
加
藤
博
史
・
龍
谷
大
学
矯

正
保
護
セ
ン
タ
ー
前
セ
ン
タ

ー
長
を
講
師
に
中
央
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。

  

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

  

桐
友
会
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観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
奈
良

町
に
あ
る
お
し
ゃ
れ
な
レ
ス

ト
ラ
ン
「
バ
ン
ブ
ー
ノ
」。

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
は
竹
野
公

浩
さ
ん
（
02
年
文
卒
）。
平

安
高
校
（
現
・
龍
谷
大
学
付

属
平
安
高
校
）
か
ら
ゴ
ル
フ

部
に
属
し
、
龍
大
で
は
ゴ
ル

フ
部
主
将
を
つ
と
め
た
。
も

ち
ろ
ん
プ
ロ
を
目
指
し
た
が

〝
60
年
安
保
〞の
年
に

　
60
年
（
昭
和
35
）
に
深
草

学
舎
が
開
設
さ
れ
、
こ
こ

で
文
学
部
の
教
養
課
程
の
授

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

深
草
学
舎
で
は
じ
め
て
講
義

を
受
け
た
の
が
、
私
た
ち
の

世
代
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
60

年
安
保
の
年
で
、
四
条
河
原

町
か
ら
円
山
公
園
ま
で
、
デ

モ
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　
学
部
時
代
の
卒
論
は
、
時

宗
の
祖
・
一い

っ
ぺ
ん遍

上
人
に
つ
い

て
、
大
学
院
で
は
指
導
教
授

が
佐
藤
哲
英
先
生
で
、
修
論

は
「
証し

ょ
う
く
う空

上
人
の
生
涯
と

思
想
」
で
し
た
。
証
空
上
人

は
法
然
上
人
の
高
弟
で
、
私

ど
も
の
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺

派
の
派
祖
で
す
。

　
大
学
で
は
法
隆
寺
の
高
田

良り
ょ
う
し
ん信
さ
ん
や
種
村
大だ

い
ち
ょ
う超
さ
ん

な
ど
が
同
期
で
す
。あ
る
時
、

種
村
さ
ん
が
海
で
泳
い
だ
こ

と
の
な
い
子
が
い
る
の
で
、

私
の
自
坊
の
姫
路
に
遊
び
に

行
き
た
い
と
。
そ
の
と
き
連

れ
て
こ
ら
れ
た
の
が
当
時
、

高
校
生
だ
っ
た
大
野
玄げ

ん
み
ょ
う妙

さ

ん
（
72
年
文
院
卒
、
現
法
隆

寺
管
長
）
で
し
た
（
笑
）。

　
サ
ー
ク
ル
は
宗
教
教
育
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
日

曜
学
校
や
子
ど
も
会
の
、
お

寺
に
集
う
児
童
が
対
象
で

す
。
ま
ず
お
勤
め
を
し
て
、

そ
の
あ
と
学
年
別
に
別
れ
て

法
話
を
し
、
そ
の
あ
と
み
ん

な
で
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
遊

び
ま
す
。
と
に
か
く
子
ど
も

た
ち
が
よ
く
理
解
し
て
く
れ

る
法
話
を
組
み
立
て
、
話
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私

は
こ
の
宗
教
教
育
部
の
活
動

を
通
し
て
、
僧
侶
と
し
て
の

基
礎
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
当
時
の
宗
教
教
育
部
は
、

浄
土
真
宗
の
お
坊
さ
ん
が
中

心
で
し
た
が
、
私
の
よ
う
な

他
の
宗
門
の
学
生
で
あ
っ
て

も
同
じ
龍
大
生
と
し
て
、
分

け
へ
だ
て
な
く
接
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
も
同
じ
で

し
ょ
う
。
そ
れ
が
一
切
平
等

と
い
う
仏
教
を
建
学
の
精
神

と
す
る
龍
谷
大
学
の
大
き
な

魅
力
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。

振
り
返
ら
れ
た
仏
さ
ま

　
禅
林
寺
の
第
７
世
住
職

で
、
永よ

う
か
ん観
律り

つ
し師
と
い
う
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と

東
大
寺
で
別
当
（
住
職
）
ま

で
さ
れ
た
永
観
さ
ん
は
、
天

皇
の
命
で
こ
の
禅
林
寺
に
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
、
ご
自
身
が
信

仰
さ
れ
て
い
た
阿
弥
陀
仏
も

こ
こ
に
移
し
、
阿
弥
陀
堂
を

建
て
、
日
々
お
念
仏
を
称
え

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
永
観
さ
ん
は
子
ど
も
の
頃

か
ら
病
弱
で
、
厳
し
い
修
行

を
積
む
体
力
は
な
く
、
阿
弥

陀
仏
の
慈
悲
に
よ
っ
て
悟
り

を
得
る
と
い
う
、
浄
土
信
仰

の
道
を
歩
ま
れ
ま
し
た
。
法

然
上
人
が
浄
土
宗
を
開
か
れ

る
100
年
あ
ま
り
前
の
こ
と
で

す
。

　
こ
の
永
観
さ
ん
が
50
歳
頃

の
出
来
事
で
し
た
。
お
釈
迦

さ
ま
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
２
月
15
日
の
涅ね

は
ん
え

槃
会
に
向

け
て
念
仏
を
称
え
な
が
ら
阿

弥
陀
仏
の
周
囲
を
回
る
と
い

う
念
仏
行ぎ

ょ
う
ど
う道
を
さ
れ
て
い
た

と
き
の
こ
と
で
す
。
６
万
遍

の
念
仏
を
目
指
し
て
15
日
の

明
け
方
に
さ
し
か
か
っ
た
と

き
、
目
の
前
に
突
然
、
阿
弥

陀
仏
が
現
れ
、
永
観
さ
ん
と

一
緒
に
行
道
さ
れ
た
の
で

す
。
思
わ
ず
そ
の
場
に
ひ
れ

伏
し
て
し
ま
っ
た
永
観
さ
ん

に
、
阿
弥
陀
仏
は
左
肩
ご
し

に
振
り
返
り
、「
永
観
お
そ

断
念
。
卒
業
後
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
興
味
を
も
っ
て
い
た

料
理
の
道
を
志
し
、
イ
タ
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
修

行
、
奈
良
日
航
ホ
テ
ル
を
経

て
昨
年
の
３
月
に
独
立
し
、

バ
ン
ブ
ー
ノ
を
開
店
し
た
。

　「
実
家
の
天
理
で
祖
父
と

父
が
有
機
農
法
で
野
菜
を
作

っ
て
お
り
、
そ
の
新
鮮
な
素

材
が
当
店
の
自
慢
の
ひ
と
つ

で
す
」

　
バ
ン
ブ
ー
ノ
は
、
イ
タ
リ

ア
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
基
調

と
し
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
メ
ニ

ュ
ー
が
中
心
だ
。

　「
あ
え
て
コ
ー
ス
料
理
の

設
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
と

く
に
夜
は
ア
ラ
カ
ル
ト
（
一

品
）
を
、
お
客
さ
ん
の
要
望

に
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。
ワ

イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
、
気
軽

に
料
理
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
か
ら
で
す
」

　
竹
野
シ
ェ
フ
に
お
ま
か
せ

し
て
オ
ー
ダ
ー
す
る
と
、
最

初
に
出
た
の
が
「
旬
の
野
菜

の
バ
ー
ニ
ャ
カ
ウ
ダ
」。
バ

ン
ブ
ー
ノ
特
製
ソ
ー
ス
で
。

次
に
「
三
種
盛
り
」（
エ
ビ

と
帆
立
が
入
っ
た
キ
ッ
シ

ュ
・
マ
ダ
イ
の
カ
ル
パ
ッ
チ

ョ
・
小
ア
ジ
の
エ
ス
カ
ペ
ッ

シ
ュ
）。
そ
の
他
に
「
ピ
ザ

マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
」「
ベ
ー
コ

ン
と
野
菜
の
ク
リ
ー
ム
パ
ス

タ
」
が
。
い
ず
れ
も
繊
細
な

味
が
印
象
的
で
、
竹
野
さ
ん

の
セ
ン
ス
が
光
る
。
い
ず
れ

も
価
格
は
750
円
か
ら
1,800
円
ほ

ど
で
、
ワ
イ
ン
の
種
類
も
豊

富
。
お
昼
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
、

午
後
の
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
、
夜

は
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
の
設
定

で
、
定
休
日
以
外
は
い
つ
訪

れ
て
も
い
い
。

　
ま
た
バ
ン
ブ
ー
ノ
の
ケ
ー

キ
や
ス
イ
ー
ツ
は
竹
野
さ
ん

の
妹
・
文あ

や

子こ

さ
ん
が
担
当
。

　
興
福
寺
に
隣
接
す
る
猿
沢

池
か
ら
す
ぐ
の
所
に
あ
り
、

世
界
遺
産
の
元
興
寺
も
近

く
、
奈
良
を
訪
れ
た
校
友
は

ぜ
ひ
。（
校
友
特
典
有
）

仏
教
に
学
ぶ

「あきず・あせらず・あきらめず」

阿弥陀仏のお慈悲

浄土宗西山禅林寺派管長
総本山永観堂禅林寺法主

中西 玄禮

　
中
西
玄
禮（
な
か
に
し
・
げ
ん
れ
い
）

41
年（
昭
和
16
）、姫
路
生
ま
れ
。63
年（
昭

和
38
）文
学
部
仏
教
学
科
卒
、65
年
に
同
大

学
院
修
士
課
程
修
了
。81
年（
昭
和
56
）に

大
覚
寺（
姫
路
市
）42
代
住
職
に
就
任
。仏

教
に
も
と
づ
く
人
生
観
を
説
き
続
け
、10

年（
平
成
22
）か
ら
現
職
。主
な
著
書
に『
風

韻
抄
│
花
信
風
の
よ
う
に
』『
花
信
抄
│
こ

こ
ろ
の
花
ご
よ
み
』『
月
影
抄
│
わ
が
心
の

歳
時
記
』（
白
馬
社
）な
ど
。

周
囲
は
古
民
家
群
の「
奈
良
町
」

１・
２
階
の
オ
シ
ャ
レ
な
店
内

気
軽
に
伊
仏
料
理
を
堪
能

し
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
永
観
さ
ん
は
そ
の
驚
き
と

感
動
か
ら
、
こ
の
阿
弥
陀
仏

の
お
姿
を
多
く
の
人
々
に

と
、「
見
返
り
の
阿
弥
陀
」

を
禅
林
寺
の
ご
本
尊
と
し
て

安
置
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
今
も
、
こ
の
永
観
さ
ん

の
故
事
を
追
体
験
し
よ
う
と

２
月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け

て
、
念
仏
行
道
会
を
禅
林
寺

で
つ
と
め
て
い
ま
す
。

阿
弥
陀
仏
の
お
慈
悲

　
私
は
禅
林
寺
に
お
参
り
さ

れ
た
方
々
に
よ
く
、
阿
弥
陀

仏
の
お
慈
悲
の
は
た
ら
き

を
、「
立
ち
止
ま
っ
て
振
り

返
る
こ
と
で
現
し
て
お
ら
れ

る
の
で
す
」と
説
明
し
ま
す
。

阿
弥
陀
仏
が
、
一
切
の
生
き

と
し
生
け
る
者
（
衆し

ゅ
じ
ょ
う生
）
を

お
救
い
下
さ
る
誓
い
、
願
い

編
集
後
記

は
、
決
し
て
お
こ
た
る
こ
と

が
な
い
の
で
す
（
志し

が
ん
む
け
ん

願
無
倦

＝
大だ

い
む
り
ょ
う
じ
ゅ

無
量
寿
経
）。
こ
の
こ

と
を
私
は
「
あ
き
ず
、
あ
せ

ら
ず
、
あ
き
ら
め
ず
」
と
い

う
三
つ
の
言
葉
に
置
き
か
え

て
い
ま
す
。
こ
の「
あ
き
ず
、

あ
せ
ら
ず
、
あ
き
ら
め
ず
」

は
私
た
ち
の
日
常
の
暮
ら
し

の
指
針
に
も
あ
て
は
ま
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
復

興
が
、
そ
う
で
す
。

　
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ
の

今
野
華か

つ

こ
都
子
さ
ん
が
、
著
書

で
「
ま
ゆ
み
の
法
則
」
と
い

う
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
待
つ
、
許
す
、
認
め
る
」

で
す
。
こ
の
「
ま
ゆ
み
の
法

則
」
は
、
ま
さ
に
阿
弥
陀
仏

の
誓
い
そ
の
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
、
人
の
心
を
傷
つ

け
た
り
困
ら
せ
た
り
し
て
い

ま
す
。そ
の
人
間
の
罪
悪
を
、

ひ
ろ
い
お
こ
こ
ろ
で
許
し
、

私
の
「
い
の
ち
」
そ
の
も
の

を
認
め
て
下
さ
る
―
―
そ
の

お
姿
こ
そ
が
、立
ち
止
ま
り
、

そ
し
て
振
り
返
っ
て
待
ち
続

け
て
下
さ
る
阿
弥
陀
仏
の
お

姿
で
す
。

　
秋
に
な
る
と
禅
林
寺
の
境

内
は
美
し
い
紅
葉
で
染
ま
り

ま
す
。
そ
の
と
き
は
ぜ
ひ
、

「
見
返
り
の
阿
弥
陀
」
と
呼

ば
れ
る
仏
さ
ま
の
お
慈
悲
を

現
す
お
姿
に
接
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

竹野公浩さん

▲新鮮野菜のバーニャカウダ

奈良市今御門町 22
☎ 0742-27-0072。
営業時間＝ランチ
11:30～ 14:30カフ
ェ 15:30 ～ 17:00
ディナー 18:00 ～
22:00　定休日は火
曜日＝観光シーズン
時は開店。１階14人・
２階 20 人収容＝５
人以上は２階席・要
予約。
JR 奈良駅から徒歩
10 分。近鉄奈良駅
から徒歩８分。猿沢
池南西角を南へ 45
㍍。HP は http://
bambuno.eek.jp

紅葉の名所としても名高い永観堂禅林寺
写真上は多宝塔、下は中門

レストラン・カフェ

バンブーノ
Bambuno

バンブーノ

池之町

↓市立図書館

猿沢池

バンブーノ

興
福
寺

↑近
鉄
奈
良
駅

↑

JR
奈
良
駅

←

猿沢池

バンブーノ

興
福
寺

↑近
鉄
奈
良
駅

↑

JR
奈
良
駅

←

　
６
月
６
日
の
校
友
会
第
１

回
広
報
部
会
は
、
今
ま
で
に

な
く
熱
い
会
議
に
な
っ
た
。

　
本
年
度
よ
り
広
報
部
会
は

女
性
２
人
を
含
む
新
し
い
態

勢
と
な
っ
た
。
広
報
部
会
が

進
め
る
校
友
会
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
校
友
会

報
だ
け
で
も
40
項
目
以
上
の

意
見
が
出
た
。

　
卒
業
し
て
も
校
友
会
は
、

い
つ
も
あ
な
た
の
そ
ば
に
い

る
と
い
う
発
想
が
ほ
し
い
。

ま
た
、
女
性
や
若
い
校
友
が

読
み
た
く
な
る
会
報
に
し
た

い
。
そ
れ
に
は
今
の
新
聞
型

か
ら
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
冊
子

型
に
と
い
う
意
見
が
主
流
を

し
め
た
。
理
由
は
、
冊
子
型

は
電
車
な
ど
で
読
み
や
す
い

し
、
若
い
世
代
は
新
聞
離
れ

を
し
て
い
る
な
ど
。
た
し
か

に
他
大
学
で
は
大
半
が
冊
子

型
を
採
用
し
て
い
る
。た
だ
、

長
年
親
し
ん
で
き
た
新
聞
型

の
変
更
は
、
多
く
の
校
友
の

ご
意
見
も
聞
き
な
が
ら
慎
重

に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
校
友
会
事
務
局
ま

で
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　（
Ｙ
）

見返りの阿弥陀像（重文）

■
島
根
県
支
部
設
立

　
に
向
け
て
ご
協
力
を

　
校
友
会
で
は
地
域
支
部
を

全
国
に
広
げ
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
昨
年
２
月
結

成
の
鳥
取
県
に
続
き
、
島
根

県
支
部
設
立
の
た
め
、
県
下

約
800
名
の
校
友
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
多

数
の
設
立
賛
同
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。
今
年
度
中
の
設
立

を
目
指
す
島
根
県
支
部
設
立

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
校
友

は
、
校
友
会
事
務
局
に
ご
一

報
く
だ
さ
い
。




